このたびはホンダ車をお買い上げいただき、 
ありびとうございます。 


この本は昔ろ曼^^ の取り扱いについて 

必要事項を説明しています。 

ま全で快適なドライブをお楽しみいただくために、 
ご使用前に必ずお読みください。 



参運転はルールを守り、マナーよく。 

-シートベルトを着用しましよう。 

-法定速度を守りましよラ。 

. 子供やお年寄りをいたわりましよラ。 

-駐停車は、ルールに従いましよラ。 

-迷惑運転はやめましよラ。 

-自然環境保護に気をくばりましよラ。 

♦取扱説明書はメンテナンスノートと共に、 

いつもお車に保管してください。 

♦お車をゆず5れるときは、つぎに巧有さ 

れるかたのためにこの取扱説明書および 

メンテナンスノートを車につけておいて 

ください。 

♦保証や点検璧備に関ずることはメンテナ 

ンスノ ー N こ言己載しておりますので、ご 

使用前に必ずお読みください。 

♦ご不明な点は、担当セールスマンにおた 

ずねぐださい。 


車の仕様などの変更により、この本の内容と実車げ一致しない場合がありますのでご了 
承ください。 
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本書の読みかた 


この本はドライバーの動作に沿って各部の取り扱いを説明していまず。 

また、装備、万一のとをの応急処置、おまの手入れなど、必要な情報を説明していまず。 


「安全ドライブのための必読5ポイント」 


重要ですので、しっかりお読みください。 


安全に関ずる表示 


r 運転ちや他の人が傷害を受ける可能性のあること J を回避ち法と期こ、下記の表示で記載し 
ていまず。これ6は重要でずので、しっかりお読みください。 

「 A 危険 - 

指示にがわないと、死亡または重大な傷害に至るちの 


- A 警告 - 

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至る可能性げあるちの 


■ A 江意 - 

指示に従わないと、傷害を受ける可能性びあるもの 


その他の表示 


お車に関することや、その他のアドバイスは下記の表示を使って記載しています。 


「 A ァドバィス- 

お車のために守っていただをたいこと 
(車が故障-破損ずるのを防ぐためのアドバイ 
ス、異常事態の処置方法を記載していまず） 


^夕知識- N 

知っておいていたださたいこと 
知っておくと便利なこと 

V_ J 
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タイトル 

階層ごとにデヴインを 
変えてあります 


ヘッダー 

ページの内容を 
示しています 


ぺージ 

インデックス 

(一4ページ） 



7.車との上手なつをあいかた 

as-s ち時の巧り担い 




ハンドル^\バッ'ク=ラ\の調節 



バンドルの高さを適切な位置に変えること ’ 
びでをます。 

▼ 

レバーを巧し下げ， A ンドルの高さを適切 
な位置にして、レバーを元の位置まで確実 
に引き上げて固定します。 



-么;王寿、 - 

■走行中に調節すると A ソドルび必要な 
上に動<ことびお日、思わめ事放につ 
なびるおそれびお0ます。調節は走行 
する前に巧い、/\ンドルに上下ち向の 
力を加え固定さ打ていることを涅爵し 
て < ださい。 


- A 知識-^ 

• 走行中は吉ラーの調節を行わないで< 

、 ださい。 


♦防眩式ルームミラー 

夜間走行時、後続車のライトびまぶしいと 
舌にライトの反射を弱<で定ます。 

▼ 

ノブを動かして切0換えます。 


♦長期間使わないで 
屋巧におくとさ 

塗装面の保護とドアまむ0の凍結を防 
ぐために、ボディカバーを使つで<だ 
さい。 

-么注:意 - 

■格納するとさ、ェンジン部を毛 
巧で覆つに D、 ラジェーターの 
まわ日に段ポールや新聞紙をは 
さみ边んだ0しないで<ださしV 
そのまま走行すると、火がのお 
それびあ0ます。 



角度調節はノブを昼間の位置にして行って 
<ださい。 


説明文 

装置/機構 


安全に関ずる表示 



こついて 

に分けて記載してしほす。 


※このページはサンプルページですので、記載されている内容と実車は異なります。 
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本書の上手な使いかた 


知りたい頂目の説明びずぐ探せるように、いろいろな引きかたが用意されていまず。 



タイトルから探ずとき 


ぺージインデックス： 

目なと対応しているので、目的のページび 
辞書を引くように探せます。 



スイッチ類などの名称が 
わからないとさ 


ビジュアル目次 

(P.6 〜 10) 
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目次 


♦安全ドライブのための必読5ポイント 

1 . お出かけまえに12 2. お テ さまに思いやりを14 11 

3. 正しい知識で最適運転1日 4. 駐車や停車はしっかりと18 

巳.こんなことにを注意をしよう20 


1 .車を運乾ずる前に つ r 

- 各部の開閉26 - シートの調節38 ^ り 

•八ンドル■バックミラーの調節42 - シートベルト44 


ft 



2.車を運転ずるときに 

-メーター 已 4 . 表示 口 56 -警告 灯已 8 りゴ 

-スイッチの使いかた64 -運転のしかた72 - リ ミテッドス U ップデフ ( LSD ) 78 





3. を全装備 マ. 

- SRS エアバッグシステム80 - アンチ□ックブレーキシステム ( ABS ) 88 クゴ 

- その他のま全装備90 


爱 

f 

:’ 


4. ドフイブを快適にする装備 。1 

- エアコン92 - 室内装備品100 y ■ 


きぶ r 




5.万一のとき 

■工具■スペアタイヤ■発炎筒106 ■故障したとき108 •事故び起きたとき110 in ら 
- けん引112 - パンクしたとき116 * 才ーパーヒートしたとき124 

■電気系統び異常のとを126 

倍 



6-車の手入れ 

-点検-藝備について144 -日常の手入れ146 -車にあった部品の使用154 1 4■づ 

み 


7-車との上手なつきあいかた 1 

今 


•サービスデータ 168 


•さくいん 174 


•こんなことでお困りのとさ 巻末 
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チルトステアリングレバー 42 -1 

SRS エアバッグシステム(運転席用） I タイプ別装備 1 80 

エンジンスイッチ 64 - 

ドライバーズポケット 103-1 

ヒューズボックス 128- 

ボンネット解錠ノブ 28 - 





















































































SRS エアバッグシステム(助手席用） r タイプ別 装備 I 80 

- U ヤデフ□スタースイッチ 70 

- ヒ—夕-.エアコン 92 

- 巧常点滅表示なりげード)スイッチ 68 

- ホーンスイッチ 71 

—— ドア S ラー調節スイッチ 43 



^バワーウィンドースイッチ 36 
-テールゲートオープナー 30 

[己ドア/いッチバック車 I 

-トランクオ ープナ ー32 

[4 ドァ"ードトップ車 I 

—フユーエル U ッドオ ープナー 35 

- 灰皿101 

-カップホルダー104 

-シガレットライター100 

-グ□—ブボックス102 

- 発お筒 106 









































































ビジュアル目次 


[2 ドアイいッチバック車 I 

シートベルト(チャイルドシート固定機構付き） 日1 

室内口 100 -1 

サンバ‘イザー 102 -1 

ルー ム S ラー 42 -1 



チェンジ レバー 76—— 
パー キングブレーキ 74 
フ□ントシート 40—— 
シー トベルト 44 - 


リヤシート 41 
















































4 ドアパードトップ車 I 
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2ドアイいツチバック車 I 
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安全ドライブのための 

ぶ、読5ポ斗ント 


ご使用の前に知っておいていただきたいこと、 
守っていたださたいことをまとめてあります。 



参お出かけまえに . 12 

♦お子さまに思いやりを . 14 

♦正しい知識で最適運転 . 16 

♦駐車や停車はしっかりと . 18 

♦こんなことにもを意をしよラ . 20 










安全ドライブのための必読5ポイン 


お出かけまえに ••• 


点検をねずれずに。 

<メンテナンスノート参照> 
■道路運送車両法により、法定定期点 
検と曰甫点検び義務づけ5れていま 
ず。 

まを-快適にお使いし1ただくために、 
ホンダの点検要領に従って必ず点検 
してください。 

曰常点検は車の使用状況に応じて、 
お客様の判断で適時行ラ点検で、お 
客様自身で実施び可能な項目となっ 
ています。 

•普段と違う点に気づいた5、ホンダ 
ベルノ店で点検を受けてください。 
(音、におい、ブレーキ液の不足、 
地面に油のあとが巧っている時 •••） 
■走巧中も車の状態に気を配り、いつ 
もと違5音やにおい、運転感覚など 
を感じた5早めに点検しましよう。 


シートベルトを正し<着用。 

<44ぺージ参照> 

•運転する人はちちろん、同索ずる人 
にちおず着用させてください。 

• シートに深く腰かけ、背ちたれはお 
要！•ソ上に倒さないでください。 
•腰骨のできるだけ低い位置に着用し 
て < ださい。 



■ベルトにねじれびないか確かめてく 
ださい。 



6ないよラにして < ださし、。 



• 一本のベルトを二人む上で使用しな 
いで < ださい。 
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POINTS 51 


燃料の入った容器ゃスプレー宙 
などはのせないで。 

引火、爆発のおそれびあります。 



運転のさまたげになるちのには 
注意を。 

■運転をの足ちとに、物を置かないで 
<ださい。 

■フ□アマットび、ペダルに引つかか 
5ないよラにを意してください。 

ブレーキやアクセ J レのぺダ J レ操作び、 
確実にでさないおそれびあります。 


マ 



つにしましよつ。 


後方視界をさまたげたり、急ブレー 
キのとをなどに荷物びとび出ずおそ 
れびあ0ます。 



排気ガスには十分に気をつけて。 
■排気ガスにはお色-無臭で有害な一 
酸化炭素び含まれているため、阪い 
込むと一酸化炭素中養のおそれがあ 
0まず。 

• 車庫や屋内などの換気の悪いところ 
では、エンジンをかけたままにしな 
いで < ださい。 

車内や屋内などに排気ガスび侵入し 
一酸化炭素中毒のおそれびあります。 



* 扫院管に巧や亀裂びあったり、扫原 
音の異當に気づいた5ホンダべルノ 
店で点検を受けてください。 

車内に排気ガスび侵入するおそれび 
友0まず。 
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安全ドライブのための必読5ポイン 


お子さまに思いやりを 


お子さまは、うしろの席に。 

• 助手席にのせるのは避けましよう。 

•不意の動作び気になったり、スイ 
ッチ.レバー類のいたずらなど運 
転のさまたげになるおそれびあ0 
まず。また、事故び起きた場合、 
後席のほラびま全といわれていま 
ず。 

-助手席用 SRS エアバッグシステム 
装備車では、インストルメントパ 
ネル[し手をついたり、顔や胸をぷ 
づけた状態での柔車は、 SRS エア 
バッグび膨らむ際、強い衝撃を受 
けるおそれびありを険です。 

• I 4 ドア A — ドトップ車 I 
チャイルドプルーフをお使いくださ 
し、。<28ベージ参照> 


お子さまに ちシー トベルトを。 
■おテさまにち必ずシートベルトを着 
用させるか、チャイルドシートなど 
をお使いください。 

おモさまを抱いていてち、衝突した 
とをなどに支えることびでさず危険 
です。 



びあたる場合や腰骨にかか5ない場 
合は、チャイルドシートやジュニア 
シートを使用してください。 

シートベルトをそのまま使ラと衝突 
のとをに腹部などに強い圧迫を受け 
るおそれびあります。 

また、ひと0ですねることのでさな 
いルさなお子さまはベビーシートを 
使用してください。 

ご購入、ご使用に際してはホンダべ 
ルノ店にご相談ください。 


耀択の 

目を》 




体重 ( kg ) 

身長 ( cm ) 

参考年令 

ベビー 

シート 

〜 1 日 

〜 7 己 

〜 12 か月 

チャイルド 

シート 

7 〜 18 

お〜 1 日日 

4 か月〜 4 才 

ジュニア 

シート 

1 日〜 32 

] 弧〜 13 己 

け〜 10 才 
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POINTS 5 i 


■助手席用 SRS エアバッグシステム装 
倫車の助手席には、ベビーシートを 
取り付けないでください。また、チ 
ャイルドシートををろ向きに取り付 
けないで < ださい。 

• SRS てアバッグび膨らむ際、べビ 
—シートや、チャイルドシートの 
背面に強い衝撃を受け危険です。 

-やむをえずチャイルドシートを前 
向きに取り付ける場合は、 SRS エ 
アバツグから遠ざけるため、シー 
卜を一番後ろに下げてください。 



ドア、ウインドー、シートの操 
作は必ず大人が。 

■手、足、くびなどをはさまないよ5、 
気をつけてください。 

• バワーウインドーのメインスイッチ 
は、 " OFF " にしておをましよう。 
<郎ぺージ参照> 

•走巧中、一時停止のときなど、窓か 
5手や頭、物などを出さないよ5、 

ミ主意してください。 

思わめ障害物で事故のおそれびあり 
ます。 

車から離れるときは、お子さま 
ち一緒に連れて。 

■おモさまだけを車内に巧さないでく 
ださい。 

•炎天下の車内は、高温になり危険 
です。 

-お子さまのいたずらにより車の発 
進、义災などの思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 
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安全ドライブのための必読5ポイン 


正しい知識で最適運転 


■走巧中 A ンドルの中に手を入れて、 
スイッチを操作しないでください。 

八ンドル操作のさまたげになり大変 
を険です。 

• 走行中はエンジンを止めないでくだ 
さい。 

-ブレーキ倍力装置び作用しないた 
め、ブレーキのきをび悪くなりま 
ず。 

.) くワーステア U ング装備車は、パ 
ワーステア U ンヴの )くワー装置び 
はたらかなくなり、八ンドル操作 
び重くなりまず。 

-エンジンスイッチを" 0" にずると、 
キーび抜けることびあり、八ンド 
ルび□ックされ危険でず。 



長い下り坂ではエンジンブレー 
キを。 

• ブレーキペダルを踏み続けて走巧ず 
るとブレーキび過熱して、ききが悪 
<なることがありまず。 

•長い下り坂では、走行速度に合わせ、 
ギヤを一段ずつ落として、エンジン 
ブレーキを併用してください。 



エンジンブレーキ： 

走行中アクセルペダルを戻したとを 
にかかるブレーキカのことで、低ま 
ギヤほどよくさきます。 

霧び出たときは。 

■露が出たとさは、視界び悪くなりま 
ず。昼間でもへッドライトを下向き 
で点 I 打し、中央線、ガードレールや 
前の車の尾打などをめやずにして、 
速度を落として運転してください。 
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POINTS 5 i 


横風の強い曰は。 

■横風を受け、車び横に流されるよ5 
なときは、 A ンドルをしっかり握り、 
スピードを徐々に下げて進路を立て 
直してください。 

トンネルの出□、橋-±手の上、山 
を削った切り通し、大型トラックを 
追い越したり、追い越されたりする 
とさなどには、特に横風の影響を受 
けやすいので十分を意してください。 



雨天時の走行には注意を。 

■雨天時やめれた道路では、路面が滑 
0やず<なつてお0タイヤのグ U ッ 
プカがほ下ずるため、通常よりま意 
深い運転が必要でず。 

急加连、急ブレーキや急八ンドルを 
避け、スピードを落として安全運転 
にむびけてください。 

• わだちなどの水のたまりやずい場戸斤 
では、八イド□プレーニング現象を 
起こしやずくなります。 

八イド□プレーニング現象とは 

一1日4ページ 



水たまりに入ったあとはブレー 
キのをさ具合を確認。 

■水たまり走行をや洗車後は、低速で 
走巧しなび5ブレーキペダルを軽く 
踏んでをを具合を確認してください。 
めれたブレーキはををび悪かったり、 
めれていない片側だけびをいて八ン 
ドルをとられることびあります。 
•ブレーキのををび悪いとさは、前後 
の車に十分ミ主意しなび5お速で走巧 
し、ブレーキのをさび回復ずるまで、 
繰り返しブレーキペダルを踏んでく 
ださい。 

走行中異常びあった！5。 

■警告口が点:口した5、ただちにまを 
な場所に停車し処置をしてください。 
<閒ぺージ参照> 

点灯したまま走巧を続けると、思わ 
め事故のもとになったり、エンジン 
などを損傷するおそれびありまず。 

■走巧中にタイヤびパンクやパ‘ースト 
(破裂）してちあわてずに、 A ンドル 
をしっかり握り、徐々にブレーキを 
かけてスピードを落とし、ををな場 
巧に停車してください。 

急 ブレーキ や急八ンドルは車のコン 
卜□ー ルを失5ことびあり危険でず。 
•巧下に強い衝撃を受けたときは、た 
だちに車を止めて、ブレーキ液や燃 
料の漏れ、各部に損傷びないかを確 
認してください。 

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷など 
により思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 


17 










安全ドライブのための必読5ポイン 


駐車や停車は 
しっかりと 


可燃物にはま意を。 

■枯草や紙、油、木材など燃えやずい 
ちのがあるところには、駐停車しな 
いで < ださい。 


排気管や排気ガスの熱により、着义 
ずるおそれびあります。 



植込みなどにちを意して。 

• 植込みなどの近くに駐停車ずるとき 
には、排気ガスび当た6ないよ5に、 
車の向ををミ夫めましょラ。 











POINTS 51 


仮旧ずるとさはエンジンを止め 
る。 

■エンジンを必ず止めてください。 

無意識にチェンジレノ（一を動かした 
り、アクセルペダルを踏み込んだり 
して、思わめ事故を起こすおそれび 
あります。 

また、無意識にアクセルペダルを踏 
み続けたりした場合、才ーバーヒー 
卜などを起こしたり、エンジンや排 
気管などの異常過熱による火災事故 
び発生するおそれびあります。 
さらに風向や周囲の状況等によって 
は、車内に排気ガスび侵入し一酸化 
炭素中毒のおそれもあります。 



車から離れるとさには施錠を。 
■必ずパーキングブレーキをかけ、エ 
ンジンを止め、ドアを施綻してくだ 
さい。 

•車内の見えるところに、貴重品など 
を置かないようにしましよう。 

• おモさまも連れていきましよう。 



車の移動はエンジンをかけて。 
■車を移動ずるときは、必ずエンジン 
をかけて < ださい。 

下り坂を利用しての移動などは、思 
わめ事故を招くことびあります。 

坂道での駐車は。 

■パーキングブレーキをかけ、チェン 
ジレパーを平地や下り坂では円に、 
上り坂では1に入れてください。 

さらに、タイヤに輪止めをすると効 
果びあります。 
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安全ドライブのための必読5ポイン 


こんなことにち 
ま意をしよう 


タバコの吸いが！5は义を消して。 
■タバコ、マッチなどは、お実に义を 
消してか！5灰皿に捨て、灰皿は必ず 
閉めて < ださい。 

• 灰皿の中に吸いが5をため過ざたり、 
燃えやすいちのを入れたりしないで 
<ださい。 



アクセサ U —の取り付けにはを 

意を。 

■ガラス面にアクセサ U - などを取り 
付けないでください。 

視界をさまたげたり、吸盤びレンズ 
のはたらきをして火災を起こしたり、 
思わめ事故のをとになります。 



車内にライターや炭酸飲料ちな 
どを放置しないで。 

炎天下での駐車などで車内温度び上 
昇ずると、ライターなどの可燃物は 
自然発义したり、宙などは破裂した 
りずるおそれびあります。 
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POINTS 51 


ラジェーターキャップに気をつ 
けて。 

• ラジェーターキャップび熱いとさは、 
がさないでください。 

蒸気や熱湯び吹さ出し危険でず。 



八ンドルをいっぱいに回した状 
態をつづけない。 

■パワーステアリング装備車は、 A ン 
ドルをいっぱいに回した状態か5、 
さ5に回そラとずる力をかけつづけ 
ないで < ださい。 

パワーステア U ングポンプびオイル 
酒滑不良をおこし、損傷することび 
あります。 

動物を乗せるとさは、動さまね 
5ないよラに注意して。 

運転のさまたげになったり、急ブレ 
ーキのとさなどに思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

携帯電話の使用は停車中に。 
•運転ちは、携帯電話を走行中に使用 
しないで < ださい。 

運転中の使用により周囲の状況に巧 
するを意び不十分になると、思わめ 
事故につなびるおそれびあります。 


改造はしない。 

■ホンダ純正部品!•ソがの、車の性能や 
機能に適さない部品を、使用しない 
で < ださい。 

-適正な性能や機能を発揮しなかっ 
たり、思わめ事故のちとになった 
りすることびあります。 

-ホンダび運輸省に届け出をした部 
品 li (外のちのを装着すると、違反 
になることびあります。 

■タイヤ、ホイールとち、 INTEGRA 
TYPE R 専用品をご使用ください。 
専用品 L ソ外のタイヤ、ホイールを使 
ラと、走行装置やブレーキ装置に支 
障をさたすことびありまず。 

ホンダべ J レノ店にご相談ください。 

• 無線装置や自動車電話などの取り付 
けの際には、必ずホンダべルノ店に 
ご巧談ください。 

装置や取り付けちまび適切でない場 
合、電子機器部品に悪影響をおよぼ 
ずことびあ0ます。 
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安全ドライブのための必読5ポイン 


■運転席用 SRS エアバッグシステム装 
倫車は、八ンドルを交換したり、バ 
ッドにステッカー類を貼ったりしな 
いで < ださい。 

助手席用 SRS エアバッグシステム装 
倫車については、インストルメント 
パネル上面にステッカー類を貼った 
り、アクセサリーや芳香剤など物を 
置かないでください。 

また、フ□ントガラスにアクセサ U 
-などを取り付けたり、ルームミラ 
-にワイドミラーを取り付けたりし 
ないで < ださい。 

- SRS 王アバッグび正常に機能しな 
<なります。 

-作動時にこれらの物びとぶことび 
あり危険です。 

-なの場合は、必ず、ホンダべルノ 
店にご巧談ください。 

①八ンドルまわりの修理 
⑥センターコンソール付近の修理 

③ カーステレオ 等用品の取り付け 

④ ダッシュボード周辺の板金塗装 
および修理 

⑤ インストルメントパネルまねり 
の修理 
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POINTS 5 i 


発進ずるとさは、まわりの状況 
に十分を意して。 

車のまわりには運転席か5見えないと 
ころ(死角)がありまず。凳進するとを 
は子供や障害物など車のまわりの状況 
に十分を意してください。 


•駐車をに凳進ずるとさは、まのまわ 
りのをを確認を十分に巧ってくださ 
し、。 



• 後退ずるとをに十分な視界び得6れ 
ない場合は、車か5降りて後ちを確 
認してください。 

バックミラーでは確認しきれない死 
角(車の直後など)びあります。 



■信号待ちなどの停車をに発進ずると 
をは、つねにまわりの状況に目を配 
り、を全お認を十分に巧ってくださ 
し、。 
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安全ドライブのための必読5ポイン 


車止めなどにミち意して。 

•この車は、最ほ地上高び低 < 設計さ 
れ、タイヤも超偏平タイヤを装着し 
ています。 

々のような場合には、フ□ントアン 
ダースポイラー、マフラー、巧下や 
アル5ホイールを損傷ずるおそれが 
ありまずので、十分にを意してくだ 
さい。 

-車止めのある場所への駐車 
-路肩に沿っての駐車 
-平坦路から上り坂-下り坂および 
上り坂-下り坂から平坦路への乗 
り入れ 

-路肩等段差のある場所への柔り降 
0 

-凹凸やわだちのある道路の走行 
- <ぼみ(巧)のある個所の通過 
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車を運転する前に 


参各部の開閉 

キー . 26 

ドアの施錠■解綻 . 26 

ボンネット . 28 

テールゲート . 30 

トランク . 32 

燃料補給 □. 34 

パヮーウィンドー . 36 

♦シートの調節 

正しい運転姿勢 . 38 

フ□ントシート . 40 

U ヤシート . 41 

参パンドル•バックミラーの調 

即 

チルトステア U ング . 42 

ルームミラー . 42 

ドアミラー . 43 


•シ ー* トベルト 

シー トベルト . 44 

着用のしかた . 48 

チャイルドシート固定機構••■一51 



















各部の開閉 


キ— 


キーは、エンジンの始動、停止のほかに、 
ドアの施錠-解錠、テールゲート■トラ 
ンクの解錠に使えます。 



^づ?1知識- X 

■キーナンバーを控えておいて<だ 
ごい。キーを紛失したとさは、キ 
ーナンバーをホンダべルノ店へご 
連絡いただければ、購入ずること 
がでさます。 

^ J 


ドアの施錠-解錠 


P A 迂意 - 

• ドアはお実に閉めてください。半 
ドアでは、走行中にドアび開き思 
わめ事故の原因になるおそれびあ 
りまず。 


^づ^1知識- N 

• ドアは不用意に開けると後続車な 
どびぶつかることびあるので周囲 
のま全を確かめてから開けてくだ 
さい。 

•強風時にドアを開閉するとさは、 
風にあおられないよラ注意してく 
ださい。 

•車から離れるときは、エンジンを 
止めドアを必ず施錠してください。 
また、車内の見えるところに、貴 
重品などを置かないようにしまし 
ょラ。 

V. _ J 

パワードア□ック 

運転席ドアを施錠(解錠)すると、他のす 

ベてのドアち同時に施錠(解錠）します。 
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1 .車を運輯ずる前に 


各部の開閉 


M 


♦車外から行ラ場合 

キーを確実に差し込んで回します。 



•キーを使わないで施錠ずる場合 

^夕巧識 -^ 

■キー閉じ込み防止のため、キーを 
持っていることを確認してから施 
綻しましよつ。 

V_ J 

運転席ドア 

①ドアの八ンドルを弓 I いたままノブを施 
銳のち向に動かします。 


♦車内から行ラ場合 

ノブを矢印の方向に動かしまず。 


その他のドア 




ノブを施旋のち向に動かしてドアを閉め 
ます。 































ボンネッ 


参チャイルドプルーフ 

[4 ドア"ードトップ車 I 

ノブの位置に関係なく、後席ドアび車内 
から開かなくなります。お子さまを柔せ 
るときなどにお使いください。 


ツマ5を施錠の位置にしてドアを閉めま 
す。 



ドアを開く場合は、外側のドアノ V ンドル 
で開けまず。 


^づ?1知識- -X 

•車内から開けたい場合は、ノブを 
解錠状態にして後席ウィンドーを 
下げ窓から手を出して外側のドア 
八ンドルを引いてください。 

^_ J 


参開けかた 

①運転席足元のノブを引さます。 



⑥ボンネット前部びかし浮き上びるので、 
W (—を巧しなびら開けます。 



广々け口識- 

• ワイパーアームを起こしたが態で 
ボンネットを開けないで < ださい。 
ボンネットびワイパーに当たり、 
ボンネットやワイパーび損傷しま 
ず。 

V_ J 
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1. 車を運転ずる前に 备部の開閉 


M 


⑥必ずステーをお実にかけ、固定しまず。 



参閉めかた 

ステーを外し、クランプに納めます。 
ボンネットを静かに下げ、手を離しまず。 



P A /王意 - 

■ボンネットを閉めるときは、手な 
どをはさまないよ5にま意してく 
ださい。 


^づ?1巧識-^ 

■ボンネットを開けているとをに、 
風にあおられてステーび外れるこ 
とびあります。特に風の強いとを 
は、ごを意ください。 

■ボンネットび完全に閉まっていな 
いままで走行すると開くことびあ 
ります。走行前に必ず確認してく 
ださい。 

V_ J 


ボンネットび完全に閉まっていることを 
確認します。 

































車内か 5 巧 5 場合 

運転席ち下にある テールゲー ト オー プナ 
一を引を上げます。 
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1 .車を運乾ずる前に 


各部の開閉 


M 


厂 A 迁意 - 

■テールゲートを閉めるときは手な 
どをはさまないようにミ主意してく 
ださい。 

• エンジンをかけたが態で手荷物を 
出し入れするとさは、排気管の後 
ちに立たないでください。 
やけどなど思わめけびをずること 
びあります。 

• トランクルーム内には人を乗せな 
いでください。 

ブレーキや加速、衝突のとをなど 
にけびをするおそれびありまず。 



^づ^1知識-^ 

■テールゲートを開けたまま走行し 
ないでください。車内に排気ガス 
び侵入するおそれびあります。 

^ J 
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トランク 


「4ドア M — ドトップ車 I 

•解錠 - 


まがか5巧5場合 

キーを確実に差し込んでちに回します。 



トランクを閉めれば施錠できます。 



車内か5巧5場合 

運転席ち下にあるトランク オープナーを 
引さ上げます。 
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1 .車を運輯ずる前に 


各部の開閉 


M 


A 迁意 - 

• トランクを閉めるときは手などを 
はさまないよラにミ主意してくださ 
しん 

• エンジンをかけた状態で手荷物を 
出し入れするとさは、排気管の後 
ちに立たないでください。 
やけどなど思わめけびをずること 
びあります。 

• トランクルーム内には人を乗せな 
いでください。 

ブレーキや加速、衝突のとをなど 
にけびをするおそれびありまず。 

• トランクは中から開けることはで 
きません。おテさまび入らないよ 
ラま意してください。 


广々け口識-^ 

• トランクは途中までしか開けてい 
ないと自重で閉まることびありま 
ず。 

■風にあおられて閉まることびあり 
ます。特に風の強いときは、ごミ主 
意ください。 

• トランクを開けたまま走行しない 
でください。 

車内に排気ガスび侵入するおそれ 
びあります。 

• トランクを閉めるときはなのこと 
に気をつけてください。 

-キーをトランク内に置を忘れな 
いよラにしてください。 

-トランク上面を強く押さえない 
で < ださい。 

•差し込んだキーを持ってトランク 
を開閉しないで < ださい。 

キー シ U ン ダーを 破損するおそれ 
びあります。 

V_ J 




















燃料補給 □ 


燃料補給□は車の左側後ちにあります。 

使用燃料：無銷プレミアムガソリン 
(無飽八イオク） 

タンク容量： 50 2 


p A 警告 - 

■燃料補給時は火気厳禁です。 
燃料は弓 I 义しやすいため火災や爆 
発のおそれびあります。 

-エンジンは必ず止めて<ださい。 

-タバコなどの义気を近づけない 
でください。 


「 A アドゾくイス- 

■有鉛ガソ1」ンを使5と、軸媒装置 
などを損ないます。また、粗悪ガ 
ソ1」ンや不適切な燃料添加剤を使 
うと、エンジンなどに悪影響を与 
えまず。 


^づ?1知識-^ 

• 無餘プレ S アムガソ U ンび入手で 
きない場合には、無鉛レギユラー 
ガソ U ンをお使いになることもで 
さますび、この場合エンジン性能 
を十分に発揮でをません。 

V_ J 
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1. 車を運転ずる前に 备部の開閉 


M 


参開けかた 

①運転席ち下にあるフューエル U ッドオ 
ープナーを引さ上げて U ッドを開けま 
ず。 



参閉めかた 

キャップを‘カチ'ッ " という音び2回け上 
するまで締め付けます。 フユーエル リッ 
ドは手で巧さえつければ閉まります。 

广 A ミま意 - 

■キャッフび確実に閉まっているこ 
とを確認してください。 

確実に閉まっていないと走行中に 
燃料びをれ、火災になるおそれび 
あ D まず。 



A 迁意 - 

■キャップはゆっくり開けてくださ 
い。 

急激に開けると燃料補給 □ より吹 
さ返しび発生し、火災になるおそ 
れびありまず。 


































パワーウインドー 


エンジンスイッチび‘‘ 11" のとさ、ウイン 
ドーの開閉びでをまず。 


•運転席に(外のウインドーの開閉 

メインスイッチを‘‘ ON " にしてから、ス 
イッチを操作します。 

スイッチを操作している間、作動します。 


開閉は、それぞれのドアにあるスイッチ 


•運転席ドアスイッチ 


で操作します。 

•運転席スイッチは、助手席ウィンドー 
および後席ウィンドー ( 4ドア車)ち操 
作でさます。 

参運転席ウィンドーの開閉 

スイッチを軽く操作している間、作動し 
まず。 

強く操作すると、自動で全開(全閉）しま 
す。 




自動開閉中にウィンドーを停止させると 
をは、スイッチを作動ち向とはをへ軽く 
操作します。 
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1 .車を運輯ずる前に 


各部の開閉 


M 


•助手席ドアスイッチ 



•後席ドアスイッチ 

14ドアノ、ードトップ車] 



運転席 LU がのウィンドーを動かなくした 
いとを（メインスイッチ） 

インスイッチを" OFF " にしておけば、 
運転席松がのウィンドーは作動しません。 


P A 警告 - 

•) くワーウインドーを閉めるときは、 
手やくびなどをはさまないよラに 
してください。 

ドアガラスにはさまれて重大な傷 
害を受けるおそれびありまず。 
特にお子さまには気をつけてくだ 
さい。 


pA 江意 - 

■車から離れるときはキーを抜き、 
お子さまち一緒に連れて行ってく 
ださい。 

いたずらなど誤った操作をして思 
わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 


^ろけ D 識-^ 

•ウィンドーの開閉はおモさまでは 
なく大人び操作するよラにしてく 
ださい。 

■ルさなおモさまび同乗していると 
さは、おモさまび誤って操作しな 
いよ5、メインスイッチを‘‘ OFF " 
にしておさましょラ。 

• [4ドァバードトップ車] 

後席(左、ち)のウィンドーは、全 
開しません。 

V_ J 



































シートの調節 


正しい運お姿勢 


運転者は正しし僅転姿勢びとれるようにシートを調節します。 

正しい運転姿勢とは、シートに深く腰かけた状態で、背ちたれから背を離すことなくぺ 
ダルを十分に踏み込め、ノ V ンドルび楽に操作でをる姿勢をいいます。 



卜を後ろに下げます。 
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1 .車を運転ずる前に 


シートの調節 


M 


么警告 - 

■シートに深くおかけてください。 
また、背をたれは必要(上に倒さ 
ないで < ださい。 

寝そべった姿勢では、衝突したと 
きなどにシートベルトの下に滑り 
込んだりして、重大な傷害を受け 
るおそれびあります。 

■ ISRS エアバッグシステム装備車] 

SRS エアバッグに必要(上に近づ 
くと、 SRS エアバッグび膨らむ際、 
強い衝撃を受け、重大な傷害を受 
けるおそれびあります。 

-運転者は正しい運転姿勢びとれ 
る範囲で、シートを後ろに下げ 
てください。 

-助手席同柔をはインストルメン 
トパネルに近づかないように、 
シートを後ろに下げてください。 


广 A 迂意 - 

•走行中に調節するとシートび必要 
Li (上に動くことびあり、思わめ事 
故につなびるおそれびあります。 
調節は走行する前に巧し、シート 
を前後にゆすって確実に固定され 
ていることをお認してください。 

• 背ちたれと背中の間にクッシヨン 
などをいれないで<ださい。 
正しい運転姿勢びとれないばかり 
か、シートベルトなどの効果び十 
分に発揮されないおそれびありま 
ず。 

■シートを操作するとさは、操作す 
る人やまわりの人の手や足などを 
はさまないように十分ま意してく 
ださい。 

• フ□ントシートの下に物を置かな 
いでください。 

物びはさまってシートび固定され 
ず思わめ事故につなびるおそれび 
あ D ます。 





















フ□ントシート 


•後席への乗り降り 


2ドアノいッチバック車 I 


♦前後位置の調節 



♦背ちたれの調節 



柔り降りの際はシートベルトに足を引つ 
かけないよラにしてください。 


レバーを引き上げると、背もたれび前へ 
倒れます。 



pA ;王意 - 

•背ちたれをちどずとさに、図の部 
分(結合部）に手や足などをはさま 
ないよラにして < ださい。 
はさまれるとけがをするおそれが 
あ0ます。 
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1 .車を運輯ずる前に シ-卜の 調節 


M 


U ヤシ- 



[2 ドア M ツチバック車] 


参起こしかた 

後ろへ巧しつけて固定します。 


♦背ちたれの倒しかた 

ノブを引を上げ、背ちたれを前に倒しま 
す。 

片側ずつ独立して行えます。 



P A /王意 - 

■倒した背もたれの上や荷室には人 
を柔せて走行しないでください。 
ブレーキや加ま、衝突のとをなど 
にけびをするおそれびあ0ます。 


^づ^1知識-^ 

■背ちたれを起こずとさは、シート 
ベルトを背ちたれではさみ込まな 
いよ5にしましょ5。はさまれる 
と正しく着用できません。 

■背もたれを起こしたときは、背も 
たれを前後にゆすって確実に固定 
されていることを確認してくださ 
い。 

V_ J 
































ノ V ンドル-バックミラーの調節 


チルトステアリング 


八ンドルの高さを適切な位置に変えるこ 
とびでをます。 


レ J (一を巧し下げ、八ンドルの高さを適 
切な位置にして、レバーを元の位置まで 
確実に引を上げて固定します。 



「 A 江意 - 

•走巧中に調節すると A ンドルび必 
要け上に動くことびあり、思わめ 
事故につなびるおそれびありまず。 
調節は走行ずる前に行い、 A ンド 
ルに上下方向の力を加え固定され 
ていることを確認してください。 


ルームミラー 


^夕巧識 - -N 

■走行中は S ラーの調節を行わない 
でください。 

V_ J 

参防眩式ルーム三ラー 

夜間走行時、後続車のライトがまぶしい 
ときにライトの反射を弱くでをます。 


ノブを動かして切り換えます。 



角度調節はノブを昼間の位置にして行つ 
て < ださい。 
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1 .車を運輯ずる前に 


八ンドル•バックミラーの調節 


M 


ドア 5ラー 


广み知識- 

• S ラーを格納したまま走行しない 
でください。また、走行中はミラ 
一の調節を行わないでください。 

• S ラーを格納するとをは、周囲の 
人の手などをはさまないようにし 
てください。 


参格納のしかた 

S ラーを巧りたたむことびでをます。狭 
い所へ駐車をずるときに便利です。 
走行するとさは、必ず元に戻してくださ 
し、。 


♦角度調節のしかた 

エンジンスイッチび‘‘ 11" のとさスイッチ 
を操作ずると、 S ラーの角度調節びでを 
ます。 

▼ 

①左ち切り換えスイッチを調節したい方 
に動かします。 

⑤調節スイッチで角度を調節します。 




直接手で鏡面を動かして角度を調節する 
ことちでをます。 























シートベルト 


シー トベルト 


シートベルトは、車を運転するまえに運転者は正しい運転姿勢で着用し、同乗者にも必 
ず着用させて < ださい。 

特に前席は、法律でち義務づけられていまず。 


ベルトびくび、あご、顔などに ベルトびねじれていないこと 
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1 .車を運転ずる前に 


シートベルト 


M 


么警告 - 

• シートベルトは全員び着用してく 
ださい。 

着用しないと、衝突したとをなど 
に重大な傷害を受けたり死こずる 
ことびあります。 

■シートに深くおかけてください。 
また、背もたれは必要じ(上に倒さ 
ないで < ださい。 

寝そべった姿勢では、衝突したと 
きなどにシートベルトの下に滑り 
込んだりして、重大な傷害を受け 
るおそれびありまず。 

• お子さまにをシートベルトを着用 
させるか、チャイルドシートなど 
をお使いください。 

お子さまを抱いていてち、衝突し 
たとをなどに支えることびでさず、 
お子さまび重大な傷害を受けたり 
死 t ずるおそれびありまず。 


广 A /王意 - 

• シートベルトを正しく着用してい 
ないと本来の機能をはたさず、衝 
突のとさなどにけびをするおそれ 
びありまず。 

-ベルトはおず腰骨のでをるだけ 
おい位置にぴったり着用してく 
ださい。 

ベルトび腰骨からずれていると 
腹部などに強い圧迫を受けます。 

-ベルトはねじれびないよ5に着 
用して < ださい。 

ねじれびあるとベルトの幅び狭 
<なり、局部的に強い力びかか 
D ます。 

•ベルトびくび、あご、顔などに 
当たらないよラに着用して<だ 
さい。 

-一本のベルトを二人しツ上で使用 
しないでください。 

-兰点式シートベルトは腕の下に 
通して着用しないでください。 
ベルトび肩に十分かかっていな 
いと前ちに巧げ出されるおそれ 
びあります。 

•ベルトにはク1」ップや洗たくば 
さみなどでたるみをつけないで 
ください。 

• 巧娠中の女性やお患のあるかたの 
ベルトの着用は、万一のとを腹部、 
胸部、肩部などに圧迫を受けるこ 
とびありますので、医師にご相談 
<ださい。 



















参 = 点式シートベルト 

体の動をにあわせて伸縮し、強い衝撃を 
受けるとベルトび自動的に□ックします。 

シートベルト 警告な 

エンジンスイッチを" 11" にずると、運転 
席シートベルトを着用ずるまでメーター 
内のシートベルト警告なび点なし続けま 
す。 

チャイルドシート 固定機構(後席） 

一己1ページ 

^づ^1知識- -N 

■後席シートベルトを着用した状態 
で上体を大をく動かしたとさに、 
シートベルトびすべて弓 I を出され 
てチャイルドシート固定機構び作 
動することびあります。 

このとさは、チャイルドシート固 
定機構を解除してから再度シート 
ベルトを着用してください。 

解除のしかた 一52ページ 
V_ ) 


参二点式シートベルト 

[4 ドア M — ドトップ車 I 

体にあわせてベルトの長さを調節しまず。 


♦お子さまを柔せるときは 

おテさまは、後席に柔せシートベルトを 
着用させてください。 

ただし、装備されているシートベルトは 
大人用ですので、ベルトびくびやあごに 
当たる場合や腰骨にかからない場合は、 
チャイルドシートやジュニアシートを使 
用してください。シートベルトをそのま 
ま使ラと、衝突のとをに腹部などに強い 
圧迫を受けるおそれびあります。 

また、ひとりですわることのでさないル 
さなおモさまはベビーシートを使用して 
ください。 
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1 .車を運転ずる前に シートベルト 


M 


A 警告 --- 

• 助手席用 SRS エアバッグシステム 
装備車の助手席には、ベビーシー 
卜を取り付けないで<ださい。ま 
た、チャイルドシートを後ろ向き 
に取り付けないでください。 SRS 
エアバッグび膨らむ際、ベビーシ 
ートや、チャイルドシートの背面 
に強い衝撃を受け、重大な傷害を 
受けたり、死 t するおそれびあり 
ます。 

また、やむをえず前向さに取り付 
ける場合は、 SRS エアバッグから 
遠ざけるため、シートを一番後ろ 
に下げてください。 



^夕?1巧識- 

■ベビーシート、チャイルドシート、 
ジュニアシートは、おモさまの体 
重や身長によりお使いになれる夕 
イフや取り付け方法び異なります。 
ご購入、ご使用に際してはホンダ 
ベルノ店にご相談ください。 


《選択の目安》 



体重 (kg) 

身長 (cm) 

参考年令 

ベビー 

シート 

〜 10 

〜巧 

〜 12か月 

チャイルド 

シート 

7 〜 18 

日日〜100 

4か月〜4才 

ジュニア 

シート 

15-32 

] □日〜13已 

4才〜 1 は 


V_7 































参シートベルトの取り扱い、手入れ 

-ベルトを着用した状態で万一、事故に 
あった場合は機能を損なっている巧能 
性びあるため、ベル!''一式を交換して 
<ださい。 

また、ベルトにほつれ、すりをれ、破 
れなどびでさたとさを交換してくださ 
し、。 

-シートベルトを十分に機能させるため 
に、バックルおよび自動卷き取り装置 
の内部に異物を入れないよ5にしてく 
ださい。 

-ベルトびちれた場合は、中性洗剤を溶 
かしためるま湯に巧をひたして&き取 
り乾かしてください。薬剤を使ったり 
漂白や染色は絶対しないでください。 
ベルトを雨めます。 


着用のしかた 


参兰点式シートベルト 

①正しい運転姿勢でシートにすわります。 

(—甜ぺージ) 

⑤タングプレートをつかみ、ゆっくり引 
さ出します。 



⑥ベルトにねじれびないよラにし、タン 
グフレートをバックルの中へ"カチ1」’’ 
と音びするまで差し込みます。 



④ベルトびねじれたり、引つかかったり 
していないかをお認しまず。 
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1 .車を運転ずる前に シートベルト 


M 


⑥ベルトを腰骨のでさるだけ低い位置に 
かかるよラに引さ、たるみびないよ5 
に身体に密着させます。 



⑥外すときはバックルの‘‘ PRESS " ボタ 
ンを押します。 

ベルトび自動的に収納されますので、 
ひっかかったり、ねじれたりしていな 
いかを確認しまず。 



ショルダーアンカーの高さ調節 
(前席のみ) 4 ドア A — ドトップ車 I 

座高に合わせて、ショルダーアンカーの 
高さを調節できます。 

▼ 

通常はベルトび肩から外れないよラに最 
上段で使いますび、ベルトびくびに当た 
るとさは、一段ずつ下げて調節してくだ 
さい。 



P A 江意 - 

•調節後は、ショルダーアンカーび 
お実に固定されていることを確認 
してください。 






























参二点式シートベルト 

[4 ドア"ードトップ車 I 

タングプレートは差し込む巧手を間違え 


③ベルトにねじれびないよラにし、タン 
グプレートをバックルの中へ"カチ U " 
と音びするまで差し込みます。 


ないよ5にしてください。タングプレー 
卜とバックルに‘‘ CENTER " (センター)の 
表示びあります。 



①アジヤスターを図のようにし、ベルト 
を引いて必要な長さよりかし長めにし 
ます。 




⑨腰骨にかかるようにべルトを図のよう 
に引き、腹部に密着させます。 



④かすときはバックルの" PRESS " ボタ 
ンを押します。 

外したベルトはタングプレートとバッ 
クルを結合しておきまず。 
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1 .車を運転ずる前に シートベルト 


M 


チバル 藤严 機構 


後席のシートベルトには、チャイルドシ 
ート固定機構びついています。 

シートベルトを弓 I き出し方向に動かない 
よ5にでさるため、チャイルドシートな 
どを固定ずるのに便利です。 


を席にチヤイルドシートなどを取り付け 

るとを 

①チヤイルドシートなどをシートメーカ 
一の取扱説明書にしたびって取り付け 
ます。（ベルトにねじれびないことを 
確認します。） 

③タングプレートをバックルの中へ"力 
チ I 」’’と音びするまで差し込みまず。 



⑨ベルトをゆっくりと引さ出します。ず 
ベて引き出すと、チャイルドシート固 
定機構び作動します。 
























④ベルトをかし巻き取らせます。"カチ 
カチ"と音びしまずび、これはチャイ 
ルドシート固定機構の作動音です。こ 
のとを、ベルトび引を出しち向に動か 
ないことを確認しまず。ベルトび引を 
出し方向に動く場合は、再度ベルトを 
ずべて引き出してください。 

广 A を意 - 

■必ずベルトび引さ出しち向に動か 
ないことをお認してください。 
ベルトび引を出しち向に動く状態 
では、チャイルドシート固定機構 
び作動していないので、ブレーキ 
や衝突のとをなどにチャイルドシ 
ートなどびとび出し傷害を受ける 
おそれびあります。 


⑥チャイルドシートなどに体重をかけて 
U ヤシートに押しつけなびら、ベルト 
を巻き取らせ、しっかりと固定しまず。 



「 A 江意 - 

•チャイルドシートなどを前後左ち 
にゆずって確実に固定されている 
ことをお認してください。 

お実に固定されていないとブレー 
キや衝突のとをなどにチャイルド 
シートなどびとび出し傷害を受け 
るおそれびあります。 


解除のしかた 

①チヤイルドシートなどからベルトをが 
しまず。 

感ベルトをいっぱしなで巻き取らせると、 
チヤイルドシート固定機構は解除され 
ます。 
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車を運転ずるときに 


参メーター . 

•54 

♦運転のしかた 




エンジンのかけかた . 

-72 

•表示口 . 

-.56 

パーキングブレーキ . 

■74 



チェンジレバの操作 . 

•76 

♦警告‘口 . 

■■•58 



警告巧の電球切れの点検 •'' • 

-.62 

参 US テッドスリップデフ 




( LSD ) 


♦スイッチの使いかた 


LSD のしくみ . 

-78 

エンジンスイッチ . 

...64 

取り扱いについて . 

-78 

ライトスイッチ . 

-.66 



ち向指示器(ウィンカー) 




スイッチ . 

.67 



非常点滅表示な(八ヴード） 




スイッチ . 

-- .68 



ワイパー/ウオツシヤー 




スイッチ . 

-68 



1」ヤデフ□スタースイッチー 

-70 



フォグライトスイッチ . 

.71 



ホンスイッチ . 

-.71 






















メーター 
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2 .車を運転ずるときに 


メーター 


M 


スピ—ドメーター 

走行速度を km/h でおします。 

タコメーター 

1 分間あたりのエンジン回転数をおしま 
す。 

「 A ァドバィス- 

• エンジン故障の原因となりまずの 
で、限界回転数しソ上（レッドゾー 
ン）に入らないように運転してく 
ださい。特に高ま走行時、変ま 
(シフトダウン）ずるときにはミ主意 
してください。 

限界回転数 . 8,400 rpm 


オドメーター 

走行距離の累計を km で示します。 

卜 U ップメーター 

区間距離 （km) を知りたいとさは、1」セ 
ットボタンを押して"日’’に戻して使いま 
す。 

ち端の数字は imm の単位です。 


燃料計 

エンジンスイッチの位置に関係なく常に 
燃料の残量を示します。 

"E" に近づいたら早めに補給してくださ 
い。 

燃料補給について-*34ページ 

^づ?1巧識- N 

• 燃料補給を、エンジンスイッチを 
"11" にしてから正しい量を示すま 

で、しばら<時間びかか0ます。 

V_ J 


水温計 

エンジンを却水の温度を示します。 

走行中は‘‘ H" の目盛より下側をさすのび 
正常です。 

P A ァドバィス- 

•針び" H" の目盛に入った場合は才 
-) くーヒートのおそれびあります。 
ただちにま全な場所に停めてエン 
ジンを;ちやして < ださい。 

そのまま走行を続けるとエンジン 
故障の原因となります。 

才ーバーヒートしたとさ 

一に4ぺージ 
























表示な 


イラストは代表例を掲載しています。 


へッドライトの上向を表示な 
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2 .車を運転ずるとさに 


表示な 


M 


ク吟 


方向指示器表示な 

方向指示器のランプの点滅状態を表示し 
ます。 

^ろ！知識-^ 

• 電球び切れたとさや、ワット (W) 
数の違ったちのを使ったとをは、 
表示灯の点滅周期が異常になりま 
す。 

電球(バルブ)の交換一131ページ 
電球(バルブ)のワット数 

一17日ぺージ 

V_ J 


10 


へッドライトの上向き （ A イビーム) 
表示な 

へッドライトび上向きのときに点なしま 
す。 


















警告な 
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2 .車を運転ずるときに 警告口 


M 


警告巧はタイプ等により、装備の有無びありまず。下表の装備一覧をご覧 < ださい。 


警告な 

タイプ 

2ドア八ッチバック 

4ドア八ードトップ 

TYPE-R 

レースベース 
車 

TYPE-R 


心‘ 

ミ由圧警告灯 

〇 

〇 

〇 


( 〇 ) 

ブレーキ警告な 

〇 

〇 

〇 


—+ 

充電警告な 

〇 

〇 

〇 


Hch ^ 

PGM-FI 警告な 

〇 

〇 

〇 


ぶ 

シートベルト警告巧 

〇 

〇 

〇 


曲 

燃料残量警告な 

〇 

〇 

〇 



ドア開閉警告な 

〇 

〇 

〇 


一 

テールゲート開閉警告な 

〇 

〇 



一 

トランク開閉警告灯 



〇 


CD cl SRS エアバッグシステム 

な n q 警告丹 

A 


A 


ABS 

アンチ□ックブレーキ 
システム (ABS) 警告打 

A 


A 



〇:標準装備 
么 '■ を文装備 
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油圧警告な 

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑し 
ているオイルの圧力び低下すると点巧し 
ます。 

▼ 

点口したときは 

エンジン回転中に点巧した場合は、ただ 
ちにま全な場所に停車してエンジンを止 
め、エンジンオイル量を点検してくださ 
し、 

エンジンオイルび減っていないのに点な 
しているときや、エンジンオイルを補給 
しても点なするときは、ただちにホンダ 
ベルノ店へご連絡ください。 

P A アドバイス- 

• 点なしたまま走行しないでくださ 
しんエンジンび破損するおそれび 
あります。 


(〇) 


ブレーキ警告な 

ノてーキングブレーキレノ（一び完全に戻っ 
ていないとさやブレーキ液量びいちじる 
しく減少しているときに点なします。 

▼ 

点なしたとをは 

走行中点巧したとさやパーキングブレー 
キを解除しても消なしないとをは、 

①ブレーキ液量を点検します。 

⑥下限より下びっていたらただちにホン 
ダべルノ店へご連絡ください。 

ブレーキ液量び下限け下になっていな 
いのに点なするとさや、パーキングブ 
レーキをかけてち点なしないときは、 
お早めに ホンダべ j レノ 店で点検を受け 
て < ださい。 


巧 


充電警告な 

充電系統び異苗のとさに点なしまず。 

▼ 

点なしたとをは 

運転中に点打した場合は、電気の消費を 
減らすため、ヒーター.エアコンスイッ 
チ、1」ヤデフ□スタースイッチを‘‘ OFF " 
にして、ただちにホンダべルノ店で点検 
を受けてください。 
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2 .車を運転ずるとさに 


警告な 


M 




PGM - F 賴告巧 

エンジン制御システムび異常のとさに点 
なします。 

▼ 

点なしたときは 

運転中に点なした場合は、高ま走行を避 
けて、ただちにホンダべルノ店で点検を 
受けて < ださい。 


I 各 I 

シートベルト警告な 

エンジンスイッチを" 11" にすると、運転 
席シートベルトを着用ずるまで点巧し続 
けます。 




燃料残■警告口 

燃料タンク内のガソ U ン残量び8 fi 前後 
になったときに点なします。 

燃料の補給"-34ページ 


仰 

ドア開閉警告な 

ドアび完全に閉まっていないとをに点な 
します。 

▼ 

ドアを完全に閉めてください。 



テールゲート 開閉警告巧 

12ドアパッチバック車] 

テールゲートび完全に閉まっていないと 
きに点灯しまず。 

▼ 

テールゲートを完全に閉めてください。 

トランク開閉警告口 

[4 ドアバードトップ車 I 

トランクが完全に閉まっていないときに 
点灯します。 

▼ 

トランクを完全に閉めてください。 






















SRS 


SRS エアバッグシステム警告な 

r ^ Rs エアバッグシステム誤備車 I 

SRS ユニッ トびシステムの異常を検出す 
ると点なします。 

一87ページ 


ABS 


アンチ□ックプレーキシステム 
( ABS ) 警告な | abs 装備車 I 

ABS び異常のとをに点なしまず。 

一跑ページ 


警告口の電球切れの点検 


エンジンスイッチを" 11" にしたとを、下 
記の警告な類び点なするのび正常です。 
点なしないときは、ホンダべルノ店へご 
連絡ください。 

■油圧警告な 
(エンジン始動を消な） 

■ブレーキ警告な 

りてーキングブレーキレノ（一を完全に 
戻すと消な） 

■巧電警告な 
(エンジン始動後消な） 

• PGM - F 瞻告な 
(数秒後消丹） 

■ SRS エアバッグシステム警告な 

(約日秒を消な） 

• アンチロツクブレーキシステム 
( ABS ) 警告な 

(数砂後消灯） 
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2 .車を運転ずるとさに 


警告な 


M 
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スイッチの使いかた 


エンジンスイツ 



キーを 巧くとき 

" I " でキーを押し込んで"日"まで回して 
キーを巧さまず。 


キーを抜を差しする位置で 

0す 


エンジンをかけずにラジオ 
などのアクセヴ I 」一を使用 
するとさの位置です。 



广みミロ識- -X 

•キーを巧くと八ンドルび□ックさ 
れます。 

V_ J 


"0" か 5" I "にキーが回5ないとを 

八ンドルを左ちに回しなびらキーを回せ 
ば容易に回ります。 



運転するとをの位置です。 




エンジン始動位置でず。 
始動したら、キーから手を 
離して<ださい。自動的に 
"11" に戻ります。 
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2 .車を運輯ずるとさに 


スイッチの使いかた 


M 


么警告 - 

■走行中はエンジンを止めないでく 
ださい。 

エンジンスイッチを" 0" にすると 
キーびなけることびあり、バンド 
ルび□ックされ、思わめ事故につ 
なびります。 


♦キー巧さ忘れ警告ブザー 

エンジンスイッチび‘‘ I "または‘‘日’’でキ 
一を差し込んだまま車を離れよ5とした 
とき(運転席ドアを開けたとさ）、ブヴー 
び鳴りキーの抜を忘れを知らせます。 


^づ知識- ^ 

•エンジンを止めた状態で "I r のま 
ま、長時間放置しないで<ださい。 
バッテ U —容量びお下し、エンジ 
ンびかからなくなることびありま 
す。 

■車から離れるとさは、バッテ U - 
保護のためおず"日"にしてくださ 
しん 

^ J 



















ライトスイツ 


参ライトの点打-消'打 

エンジンスイツチの位置に関係なく次の 
よ5に点な、消なします。 


♦ライト消し忘れ警告ブザー 

エンジンスイッチび‘’ I "または‘‘日’’で、 
ライトを消し忘れたまま車を離れようと 
したとき(運転席ドアを開けたとを)、ブ 
ヴーび鳴りライトの消し忘れを知らせま 



スイッチの位置 

ミ 00 こ- 

ID 

へッドライト 

— 

点な 

計器類照明な 
車幅好 • 尾巧 
ま号巧 

点な 

点灯 


^ろ！知識- 

■エンジンび止まっているが態で、 
ライト類を点巧したままにしない 
でください。バッテ U —あびりの 
原因となりまず。 
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2 .車を運転ずるときに スイッチの使いかた 


M 


♦へッドライトの上向き（ハイビー 
ム）と下向さ（□-ビーム）の切り 
換え 

レ J く一を①の位置まで引くと上向を下向 
をの切り換えびできまず。 

上向きのときは、メーター内の表示巧び 
点なしまず。 

へッドライトの上向き(八イビーム） 

表示な —57 ページ 



方向指示器(ウィンカー) 
スイッチ 


エンジンスイッチび‘‘ 11" のとき使えます。 
&だんは①の位置で使います。 

この位置では八ンドルの切り角びルさい 
ときには戻らない場合もありまず。戻ら 
ないときは手で戻してください。 

車線変更などでは⑤の位置に軽く手で巧 
さえなびら使います。 



^づ?1知識- -X 

•対向車のあるとさや巿街地走行な 
ど、上向をび不適切なとさは下向 
さにします。 

^_ J 


♦追越合図(パッシング） 

レバーを軽く⑥の位置まで引している間、 
上向きび点なします。 



















非常点滅表示口 (八ザード) 
スイッチ 


ワイパー/ウォ 
スイツ； 


スイッチを押すとずべてのち向指示器の 
ランプが点滅します。 

故障でやむをえず路上駐車するとき使い 
ます。 



厂づ h 知識 


•非常時にのみお使いください。 
完全充電の新しいノ（ッテリーでも 
約2時間け上使ラとバッテ U —容 
量び低下し、エンジンの始動びで 
さなくなります。 


エンジンスイッチび‘‘ 11" のとさ使えます。 

ワイバースイッチ 



-(低速） . 普通雨量のとを 

=( 高速） . 雨量のをいとを 



レバーを巧し下げている間、高速で作動 
します。 

霧やル雨のときなどに使うと便利です。 
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2 .車を運転ずるとさに 


スイッチの使いかた 


M 


ウオツソヤー乂イツチ 

レノ（一を手前に弓 I くとウォッシヤー液が 
噴射します。 



P A /王意 - 

•寒冷時はフ□ントガラスび暖まる 
までウォッシャー液を噴射しない 
で < ださい。 

ウォッシャー液び凍りついて視界 
のさまたげとなり、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 


^づ^1知識- -N 

■空ぶさをしないでください。ガラ 
ス面に傷をつけたり、ブレード 
(ゴム部)を傷めたりします。 

■ウォッシャー液び出ないとさはウ 
ォッシャースイッチを切ってくだ 
さい。 

ウォッシャー液びないままで動か 
すとポンプの故障の原因となりま 
す。 

•寒;令時、ブレード（ゴム部)びガラ 
ス面に張りつくことびありますの 
でヒーターで フ□ン ト ガラスを暖 
めてください。 

凍りついたまま動かずとブレード 
(ゴム部)を傷めたり、ワイパーモ 
ーターの故障の原因となります。 

デフ□スター ー97ページ 
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リヤデフ□スタースイツ 


巧識 


U ヤガラスを暖め、曇りを取ることびで 
をます。 

▼ 

エンジンスイッチび‘‘ 11" のとさスイッチ 
を押すと" ON " になり、同時に作動表示 
口び点なします。もラー度スイッチを押 
すと" OFF " になり、作動表示なは消なし 
まず。 



• この装置は消費電力び大さいので 
曇りび取れたら" OFF " にしてくだ 
さい。 " ON " のままであってを、 

約 1 日分経過後自動的に " OFF " にな 
ります。また、エンジンの回転び 
低いとさ長時間使わないでくださ 
し、。バッテ U - 容量び低下し、エ 
ンジン始動に影響することびあり 
ます。 

• U ヤガラスの内側に電熱線び装着 
されています。電熱線は傷つさや 
ずいので清掃のとをは電熱線にお 
ってやわらかい巧でふいてくださ 
しんまた、手荷物などで傷つけな 

いよラにして < ださい。 

V_ J 
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2 .車を運転ずるときに スイッチの使いかた 


M 


、フォグライトスイッチ ■■ ホーンスイッ 



ライトスイツチび" OFF " し：■(外のとをスイ 
ツチを巧ずとフォグライトび点なします。 
同時にスイツチ内の表お巧び点なします。 
ち 5 —度巧すと消なします。 



八ンドルにあるスイッチを巧すとホーン 
び鳴ります。 






























運乾のしかた 


エンジンのかけかた 


p A 警告 - 

•バッテ1」一液び不足しているとき 
は、エンジンの始動をしないでく 
ださい。 

バッテ1」一び破裂ずるおそれびあ 
りまず。 

• 車庫や屋内などの換気の悪いとこ 
ろではエンジンをかけたままにし 
ないで < ださい。 

車内や屋内などに排気ガスび侵入 
し、一酸化炭素中妻のおそれびあ 
りまず。 


「 A な意 - 

•エンジンを始動するとさは、ブレ 
ーキペダルをしっかりと踏んでく 
ださい。 

•窓越しにエンジンをかけないでく 
ださい。 

チェンジレバーび N (ニュートラ 
ル)じ(外に入っていると車び急に 
動を、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D まず。 


p - A ァドバィス- 

■排気音び変わったり、車内でガソ 
U ンや排気ガスのにおいび消えな 
い場合は、排気系や燃料系の異常 
び考えられますので、必ずホンダ 
ベルノ店で点検を受けてください。 


①ノ f ーキングブレーキびかかつているこ 
とを確認します。 

バー キングブレーキの操作 一72 ページ 



⑥チェンジ レバーを N (ニ ュー トラル） に 
してください。 

チェンジレバーの操作 一7日ページ 
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2 .車を運転ずるときに 運転のしかた 


M 


⑥ ブレーキ ペダルをしっかりと踏み、ク 
ラッチペダルちいっぱいに踏み込みま 
す。 

④アクセルペダルを踏まずに、エンジン 
び始動ずるまで スターターを 回して く 
ださい。 



^ jSl 巧識-^ 

•消費電力の大さいライト類、エア 
コン、 U ヤデフ□スターのスイッ 
チは " OFF " にしたちび始動は容易 
になります。 

■バッテ U - あびりを防ぐため、ス 
ターターは連続して1日砂け上回さ 
ないでください。15秒回してもエ 
ンジンび始動しなかったとさは、 
一度キーを "I "に戻して1日秒！;(上 
待ってから再始動してください。 

• エンジンびあたたまっていると始 
動に時間びかかることびあります。 
アクセルペダルを半分程度踏み込 
んだまま、 スターターを 回してく 
ださい。エンジンび始動したらア 
クセルペダルを徐々に戻してくだ 
さい。 

•エンジン始動後は、エンジン制御 
システムの働さによりエンジン回 
転び高<なりますび、自動的に適 
正回転に下びります。 
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K ーキングブレーキ 


かけるとき 


解除ずるとを 

①レバーを軽く引さ上げなびら、ボタン 
を巧しまず。 


ボタンを巧さずにレく一をいっぱいに引 
をます。 




⑥ボタンを押したまま、レバーを下に完 
全におろします。 


















2 .車を運輯ずるとさに 


運乾のしかた 


M 


广 A 迁意 - 

•パーキングブレーキをかけたまま 
走行しないでください。 

ブレーキび過熱し効をび悪< なる 
おそれびありまず。 


^ろ！知識- 

•駐車ずるとをは、車び動き出さな 
いよ5におずパーキングブレーキ 
をかけて < ださい。 

寒;令時のバーキングブレーキの取 
り扱い -161 ページ 

V_ _ 
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参チェンジレバー 



変速するとさは、クラッチペダルをいつ 
ぱいに踏み込んで、チェンジレバーを確 
実に操作します。 

R に入れるとき 

誤操作を防ぐために、日から R へは直接 
入れられません。一度 N へ戻してから R 
に入れてください。 


♦速度範囲 

エンジンを過回転させないために、下表 
の各チエンジレノ（一位置での速度範囲を 
参考に、シフトダウンしてください。 


チェンジレバーの位置 

速度範囲 

1 

0 〜 日日 km/h 

2 

1日〜8日 km/h 

3 

20 〜 13日 km/h 

4 

3已 km/h 〜 

5 

4日 km/h 〜 


P A アドバイス- 

•車び完全に止まらないラちは円に 
入れないでください。 

トランスミツシヨン破損の原因と 
なります。 


^づ?1知識-^ 

• この車のシフトノブはチタン製で 
す。 

•炎天下に長時間駐車ずると、シ 
フトノブび熱くなることびあり 
ます。 

•が気温が低いとさは、シフトノ 
ブが冷たくなることがありまず。 

V_ J 
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2 .車を運おずるとさに 


運乾のしかた 


M 


「 A 迁意 - 

■滑りやすい路面では、急激なエン 
ジンブレーキびタイヤのス U ップ 
を招くことびあります。 

シフトダウンする際の車连には十 
分ま意してください。 


「 A ァド'くィス- 

■エンジン故障の原因となりまずの 
で、限界回転数 L ソ上（レッドゾー 
ン）に入らないように運転してく 
ださい。特に高ま走行時、変ま 
(シフトダウン）ずるときにはミ主意 
してください。 

限界回転数 . 8,400 rpm 


广夕?1巧識- 

• 法定速度を巧って走行してくださ 
い。 

■1 .日 OOkm 走行するまではエンジン 
や駆動系の保護のため急発進、急 
加まを避け控えめな運転をしてく 
ださい。 

■エンジンの回転をあやまって限界 
回転数しソ上（レッドゾーン)で運転 
した場合、エンジン保護装置によ 
り、燃料供給び停止されます。そ 
のとき、軽い衝撃を感じることび 
ありますび、異常ではありません。 
























リミテッドスリップデフ （LSD) 


LSD のし <み 


LSD は駆動力を左ち輪に最適配分し、有 
効に伝達ずるための装置です。 

この LSD は、へ U カルギヤを使ったトル 
ク感応型となっていまず。 

トルク感応型 LSD の特性として、加速時 
に八ンド J レび重くなったり、振動を感じ 
ることびあります。 


取り扱いについて 


「 A ァドバィス- 

•前輪は左ち共、同ーサイズ、同一 
種類、同一銘柄および摩耗差のな 
いタイヤをお使い<ださい。サイ 
ズ、種類、銘柄や摩耗度合いの異 
なるタイヤを混用すると LSD に悪 
影響をあたえます。 


广み知識- N 

■前輪びパンクしたとをは、応急用 
スペアタイヤを後輪に装着し、夕+ 
した標準タイヤを前輪に取り付け 
てください。 

V_ J 
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安全装備 


参 SRS エアバッグシステム 

SRS エアバッグシステムの 

し <み . 

作動するとき . 

作動しないとを . 

SRS エアバッグシステムの 
効果を十分に発揮させる 

ために . 

おテさまを柔せるとさは 
取り扱いについて . 

参アンチ□ックプレーキ 
システム ( ABS ) 

ABS のしくみ . 

運転のしかた . 

取り扱いについて . 

参その他の安全装備''… 














SRS エアバッグシステム [^RS エアバッグシステム装備車 I 

(運転席/助手席用シートベルト補助乗員保護装置） 


SRS エアバッグシステムのしくみ 


• SRS エアバッグシステムとは 

前ち向からの衝突により、 SRS エアバッ 
グび膨らんで運転者および助手席同柔者 
の顔面への衝撃を緩和する装置です。 

SRS エアバッグシステムはシートべ 
ルトに代わるものではありません。 
必ず、シートベルトを着用してくだ 
さい。 

A 警告 - 

• SRS エアバッグシステム装備車で 
あっても、必ずシートベルトを着 
用して < ださい。 

シートベルトを正しく着用し、正 
しい柔車姿勢をとらないと衝突な 
どのとき SRS エアバッグの効果び 
十分に発揮されず、重大な傷書や 
死 t などの危険性び高くなりまず。 


’SRS : サプ U メンタルレストレイントシス 
了ム （Supplemental Restraint System ) の田各 
でシートベルトの補助拘束装置の意な 


♦どのよラに作動ずるか 

エンジンスイッチび" 11" のとき、前ち向 
からの衝突により、センサーび一定け上 
の衝撃(正しくシートベルトを着用して 
いてを八ンドルに顔面びあたり、けびを 
するよ5な場合）を感知するとシステム 
び作動し、 SRS エアバッグび膨らんで運 
転者および助手席同柔者の顔面への衝撃 
を緩和します。 

「 A 注意 - 

• SRS エア バッグび膨らんだ直勘ま、 
SRS エア バッグ構成部品に曲れな 
いで < ださい。 

構成部品び熱くなっているため、 
やけどなど思わめけびをすること 
びありまず。 
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3 .安全装備 


SRS エアバッグシステム 



^ろ！知識- N 

• 車体び衝撃を十分に吸収でをた場合、システムは作動しません。 

• SRS エアバッグは非常にまいま度で膨らむため 、 SRS エアバッグとの接觸により 
すり傷、やけど、打撲などを受けることびあります。 

■膨らんだ SRS エアパッグはすぐにしぼみます。視界をさまたげません。 

■ SRS エアバッグび膨らむと白煙び出ますび、乂災ではありません。また、人体へ 
の影響ちありません。ただし、残留物(カスなど)び目や皮膚などに付着したとを 
には、でさるだけ早<水で洗い流して<ださい。 

皮膚の弱いかたなどは、まれに皮膚を刺激ずることびあります。 

• SRS エアバッグは一度膨らむと再使用でをません。 

ホンダべルノ店で交換してください。 

V_ J 


運転席用 SRS エアバッグシステム 



助手席用 SRS エアバッグシステム 

助手席用 SRS エアバッグシステムは、同 
柔者びいなくてち作動します。 
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作動するとを 


次のよ5な場合に作動します。 


20〜 30 km / hiy 上の速度で、きわめて厚 
い固定されたコンクリートの壁に真正面 
か5衝突したときと同等か、それ L ソ上の 
衝撃を受けたとを 



日誦のち向から強 



^づ?1知識- 

■衝撃を吸収でさるちの（車やガー 
ドレールのよラに変形ずるちの） 
に衝突した場合、 SRS エアバッグ 
び作動するとさの速度(車ま)は高 
<なります。 


次のよラな場合、車両下部に強い衝撃を 
受けたとき作動することびあります。車 
両に衝撃を受けないよ5に十分に速度を 
落とし障害物をさけて走行してください。 


縁石などに衝突したとき 



ミ果い巧や溝などに落ちたとを 
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3 .安全装備 SRS エアバッグシステム 



作動しないと 



衝突の位置、衝撃の度合い、角度によつ 
て、作動しないことびありまず。 


電 は、立木などへの衝突 



トラックなどへの潜り込み 



部分的な衝突や斜め方向か5の衝突 



シートベルトだけで柔員を保護できるよ 
ラな低い速度での衝突や次のよ5な場合、 
柔員保護の効果びないので作動しません。 



^づ?1知識- N 

• 車体の部位によつて衝撃の吸収度 
合いび異なりまずので、損傷状態 
の大小と SRS エアバッグの作動は 
必ずしも一致しません。 

^ J 


^づ?1か識- -x 

•事故の状況、あ態によっては、 
SRS エアバッグび作動ずることび 
あ D まず。 

V,_ J 



































































SRS エアバッグシステムの効果を十分に発揮させるために 


参正しい乗車姿勢で 
運転席 

正しい運転姿勢（シートに深く腰かけた 
状態で、背をたれから背を離ずことなく 
ペダルを十分に踏み込め、八ンドルび楽 
に操作でさる状態）びとれる範囲で、シ 
ートを後ろに下げます。 



p A 警告 - 

■八ンドルに顔や胸などを近づけて 
いると、 SRS エアバッグび膨らむ 
際、強い衝撃を受け、重大な傷害 
を受けるおそれびあ0まず。 


助手席 

シートを後ろに下げてミ买<腰かけ、背中 
を背をたれから離さないよラにします。 



p A 警告 - 

■インストルメントノ（ネルに顔や胸 
などび近づかないよラにシートを 
後ろに下げてください。また、イ 
ンストルメントパネルに手や足な 
どを置かないでください。 

SRS エアバッグび膨らむ際、強い 
衝撃を受け、重大な傷害を受ける 
おそれびありまず。 
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3. 装 li SRS エアバッグシステム 



♦シートベルトは必ず着用 

このシステムは、シートベルトと併巧す 
ることでその効果を発揮しまず。 

必ず、シートベルトを着用してください。 



お子さまを乗せるときは 


おテさまは、後席に柔せおずシートべル 
卜を着用させて < ださい。 

正しく着用でをないルさなお子さまは、 
体格に合わせてチヤイルドシートなどを 
お使いください。 

♦チヤイルドシートなどの取り付け 

について 

A 警告 - 

•助手席にはベビーシートを取り付 
けないで<ださい。また、チヤイ 
ルドシートををろ向さに取り付け 
ないでください。 SRS エアバッグ 
び膨5む際、ベビーシートや、チ 
ヤイルドシートの背面に強い衝撃 
を到ん重大な傷害を受けたり、 

死 t するおそれびあります。 

また、やむをえず前向きに取り付 
ける場合は、 SRS エアバッグから 
遠ざけるため、シートを一ま後ろ 
に下げてください。 
























取り扱いについて 


. A を意 


■ SRS エアバッグの取り外し、分解などはしないでください。 

不適切に扱ラと誤って作動したり、正常に機能しなくなります。 
■八ンドルを交換したり、パッドにステ 
ツカー類を貼ったりすると正常に機能 
しな< な0ます。 


ステッカー 



>インストル ><ントパネル上面にステッ 
カー類を貼ったり、アクセサリーや芳 
香剤など物を置かないでください。 

フ□ントガラスにアクセサ1」一などを 
取り付けたり、 ルーム S ラーにワイド 
5ラーを取り付けたりしないでくださ 
い。 

また、 SRS エアバッグと乗員との間に 
テレビなどの用品を取り付けたり、物 
を置いたりしないで<ださい。 

正南に機能しな<なったり、作動時に 
これらの物がとぶことがありまず。 
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3 .安全装備 


SRS エアバッグシステム 



^づ^1知識- 

■八ンドルまねり、インストルメン 
トパネルまわりやセンターコンソ 
ール付近の修理、オーディオ専用 
品の取り付けおよびダッシュボー 
ド周辺の板金塗装および修理をす 
る場合は、 SRS エアバッグシステ 
ムに影響を及ぼすおそれびありま 
すので、必ずホンダべルノ店にご 
相談ください。 

• SRS エアバッグシステム装備車を 
廃棄するとをはおずホンダべルノ 


参 SRS エアバッグシステム警告巧 

メーター内に組み込まれており、 SRS ユ 
ニットびシステムの異常を検出すると点 
灯します。 



店にご相談ください。正しく取り 
扱わないと SRS エアバッグシステ 
ムび思いびけなく作動ずることび 
あります。 

• ヴスペンションの改造をしないで 
ください。車高やサスペンション 
の硬さびをわると SRS エアバッグ 
の誤作動につなびります。（ホン 
ダ純正品を除 <) 


エンジンスイッチを" 11" にしたとさに約 
6砂間点灯して消えるのび正常です。 

「 A ァドバィス- 

• 警告巧び次のよラな状態になった 
とさは、システムの異常び考えら 
れますので、ずみやかにホンダべ 
ルノ店で点検を受けてください。 
•運転中に点打したとき 
-エンジンスイッチを" 11" にして 
も点打しないとを、あるいは約 
日砂経過しても消なしないとさ 
必要なとさに SRS エアバッグび膨 
らまないおそれびあります。 




























アンチ□ックブレーキシステム 

( ABS ) ^ BS 装備車 I 


ABS のしくみ 運おのしかた 


参 ABS とは 

急制動や滑りやずい路面で制動ずるとを、 
車輪の□ックを防止することで車両の姿 
勢をま定させ、八ンドルの効さをおなし 
よ5とする装置です。 

参作動について 

-ブレーキ ペダルを踏んだとを、ペダル 
びル刻みに動くことびあります。これ 
は ABS び作動しているとさの現象で 
異南ではありません。そのまま、ブレ 
ーキ ペダルを強く踏み続けてください。 



低ま(約 lOkm / hLU 下）では ABS は作動 
せず、普通のブレーキと同じ作動にな 
ります。 


^づ^1知識- N 

■エンジン始動時や、エンジンびを 
えているとをの発進時に、エンジ 
ンルームから モーター 音等び聞こ 
えることびありまずび、これはシ 
ステムの動作チエックをしている 

音で異常ではありません。 

V_ _ _ J 


この装置は制動距離を短<するための 
ものではありません。 ABS を装備し 
ていない車両と同様に、路面び滑りや 
す<なるほど長い制動距離び必要にな 
ります。 

また、 ABS び作動した状態でも車両 
の姿勢や八ンドルの効さには限界びあ 
りますので、八イド□プレーニング現 
をび起こりやすい雨天時の高ま走行な 
どにおいてち過信せず、安全運転にむ 
びけて < ださい。 

悪路、砂利道、深い新雪などの路面で 
は、 ABS の装備されていない車両に 
比べて制動距離び長くなることびあり 
ふ^ 〇 

このよラな道路条件では速度は控えめ 
にして車間距離を十分にとって運転し 
て < ださい。 
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3 .安全装備 


アンチ□ックブレーキシステム 



取り扱いについて 


^づ^1知識 

■タイヤは化ず四輪とち同一指定サ 
イズのちのをお使い < ださい。ヴ 
イズ(外径)の異なるタイヤを混用 
すると、 ABS び正常に機能しな 

くなることびあります。 

V_ 

参アンチ □ックプレー キシステム 
( ABS ) 警告‘口 

メーター内に組み込まれており 、 ABS 
び異常のとさに点なします。 


ABS 警告な 



「 A ァドゾくィス- 

• 警告なび次のよラな状態になった 
ときは、システムの異常び考えら 
れまずので、ずみやかにホンダべ 
ルノ店で点検を受けてください。 
•運転中に点灯したとき 
-エンジンスイッチを‘‘ 11" にして 
も点なしないとを、あるいは数 
砂経過してを消なしないとき 
なお、この場合でち通常のブレー 
キとしての性能は確保されていま 
ず。 （ ABS としての作動はしませ 
ん） 


エンジンスイッチを" 11" にしたとき点灯 
し、数秒をに消なずるのび正常でず。 
また、運転中に数砂間点なしてちずぐ消 
なし、その後走行中に点巧しなければ正 
常です。 
























その他のを全装備 


ほかに、次のよ5なま全装備を採用して 
います。 

参八イマウントストップランプ 

I ミちで装備 1 

ストップランプを高い位置にを設置し、 
後ちから見えやずくしていまず。 

♦後席兰点式シートベルト 

上半身を拘束する兰点式シートベルトを 
後席にち採用していまず。 

(一4日ページ） 

♦シートベルト警告な 

シートベルトの未着用をランプで知らせ、 
ベルトの着用を促します。 

(一61ページ） 

参 ドアビーム 

側面から外力び加わったときに、ドアの 
をおを抑える効果びありまず。 

参 □ —ルオーパーバルブ 

車び転倒したとを、燃料タンクからの燃 
料流出を防止します。 

♦難燃性材料使用の内装 

フ□アカーペットやシートなどには、燃 
え広びりにくい素がを採用しています。 
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ドライブを快適にする装備 



参エアコン 

吹さ出し風の調節 . 93 

ヒーター-マニュアル式 
エアコン . 94 

♦室内装備品 

室内巧 . 100 

シガレットライター . 100 

灰皿 . 101 

サンバイヴー . 102 

ル物入れ . 102 

カップホルダー . 104 











エアコン 


[2 ドアパッチバック車 



[4 ドアハードトップ車 
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4. ドライブを快適にずる装備エアコン 



吹を出し風の調節 


•側面吹き出し □ 


ノブを上下または左ちに動かして、吹を 
出し風の向きを調節します。 

-中央のき出し □ 



送風び必要なとさは、ダイヤルを"開"の 
ほ5に回しまず。 




广々け口識- 

•側面ガラスび曇ったときは、吹を 
出し風びガラスに直接当たるよう 
両側の吹き出し□の向きを調節す 
れば、より早く曇りを取ることび 
でをます。 

V_ J 































ヒーター • マニュアル式エアコン 


エンジンをかけた状態で使います。 


内外気切り換えボタン 

通常の暖房時はガラスの曇りを防ぐ 
ためが気導入で使い、トンネルやお 
お地域などで外気び巧れているとを 
は一時的に内気循環(表示な点灯)に 
してください。 


エアコンスイジブ エアコン監備車 I 

ファンス ピー ド切り換えレバーび 
" OFF " な外のとを、エアコンび作動 
します。（表示な点な） 

:令房や除湿暖房をするとさに使いま 
す。 



= 温度調節レバー 


レノ く一を左ちに動かして吹き出し風 
の温度を調節しまず。 


= フアンスピー 


ド切り換えレバー 


OFF 

停止 

1 

看看 

2 

中 

3 

強 

4 

最強 


-のさ出し □切り換えボタン 
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4. ドライブを快適にずる装備エアコン 




r のを出し□切り換えボタン 


上半身に送風したいとを 


上半身、足元に送風したいとを 


足元に送風したいとを 


足元への送風と窓ガラスの曇りを 
取りたいとを 


窓ガラスの曇りを取りたいとさ 




































































♦暖房ずるとさ 



急速に車内を暖めたいとを 



量り止め暖房をしたいとさり;アコン装備車1 


^づ?1知識- -x 

• 内気循環で使い続けると車内の湿 
気で窓ガラスび曇り、視界のさま 
たげになります。一度暖めた後は 

が気導入で使って < ださい。 

V,_ y 



エアコンスイッチを入れると除湿暖房び 
でさます。 

き、がなどの雨天でガラスび曇りやすい 
ときに使いまず。外気び除湿され、乾燥 
した空気で暖めまずので、曇り止めに役 
立ちます。 
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4. ドライブを快適にずる装備エアコン 


きぶ r 

3^ 


♦前面/側面ガラスの霜や量りを取りたいとさ（デフ□スター) 



急速に霜を取りたいとき 



梅雨時など湿度の局いとき' り^ァコン装備車] 



^づ?1知識 - -N 

• 内気循環で使い続けると車内の湿 
気で窓ガラスび曇り、視界のさま 
たげになります。一度霞を取った 
後は外気導入で使ってください。 

V_ J 


广づか識- -N 

■エアコンスイッチを入れていると 
をは、温度調節レバーを左端(最 
大冷房)付近にしないでください。 

;令風び前面ガラスにあたるとガラ 
スの外側び曇り、視界のさまたげ 
になります。 

V_ J 
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急速に車内ををやしたいとを 


J . 

柳 

回 


回回回固国 

屋 

—因 

( fW ) - ) <- 

=( W 、 

j&i - 

ジジ f がががががが^^ « OFF 1 2 

- Mj 

3 4 ^ 


4 


^づ?1か識- -x 

• 急ま;令房で車内び;ちえたら夕 i 気導 
入にしてください。内気循環のま 
ま長時間使5と車内の空気び巧れ 
まず。 

V_ J 


^夕!1知識- 

■炎天下に駐車していたとをは、熱気を追い出すため窓を開け、；令房を開始してく 
ださい。 

■長時間、を風を直接体に当てないでください。；令やしずぎは健康上良くありませ 
ん。 

^_ J 
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4. ドライブを快適にずる装備 


エアコン 



参エアコンを常用しないとさ 

装置各部のオイルをさらさないために、ときどきエンジンを1氏回転させた状態で数分間 
冷房または除湿暖房をしてください。 

^夕 S 1 知識- N 

■室内の温度びほい場合は、エアコンび作動しないことびあります。このよラな場 
合には、内気循環で室内を暖めてからエアコンスイッチを入れると作動します。 

_ J 
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室内装備品 


室内打 


"ON" 

ドアの開閉に関係なく点打します。 

神間） 

ドアを開いたとをのみ点なします。 

"OFF" 



シガ レツ トライ ター 


エンジンスイッチび‘‘ I "または‘‘ 11" のと 
きだけ使えます。 

▼ 

ライターを押し込んで、手を離し、元の 
位置に戻るまで待ちます。 

ヒーター部びホ熱すると自動的に戻りま 
す。 



ライター使用後は灰皿でのを落としてか 
らすみやかに元に戻してください。 
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4. ドライブを快適にずる装備 室内装備品 



「 A 迁意 - 

■シガレツトライターの金属部分に 
は触れないでください。 

やけどをするおそれびあります。 


^ろ！知識- 

■シガレツトライターの損傷を防ぐ 
ため、なのことをお守りください。 
•ライターを押し込んだあと、巧 
さえ続けないでください。 

-ヒーター部にのや異物び付着し 
たまま使用しないで < ださい。 

-ライターのさし込み□からは、 

ホンダ純正品(がの電気製品の 
電源を取り出さないでください。 
•他の車のライターを使ったり、自 
車のライターを修正したりしない 
でください。戻らなかったり、と 
び出した0するおそれびあ0ます。 
•ライターを巧し込んでから、30砂 
政上たっても戻らないとさは故障 
のおそれがありまずので手で引さ 
出し、ホンダべルノ店で点検を受 
けて < ださい。 


灰皿 


清掃ずるとさは遮熱板を下に押さえなび 
ら外します。 



pA 江意 - 

■タバコ、マッチなどは確実に火を 
消してから灰皿に捨て、灰皿はお 
ず閉めて < ださい。 

また、吸いびらをためすざたり、 
紙<ずなどの燃えやすいをのを入 
れないで < ださい。 

タノ くコなどの火び燃え広びるおそ 
れびあります。 
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サンバイザー 


ル物入れ 


サンバイヴーを横にするときは、フック 
から外して行います。 





参グ□ーブボックス 

ノブを引 < と開をます。 

ライトスイツチび‘‘ OFF " じ(外のときグ〇 
ーブボックスのふたを開けると、照明な 
び点なします。 



A 警告 - 

♦走行中は、グ□ーブボックスのふ 
たを必ず閉めて < ださい。 

グ□-ブボックスのふたが開いて 
いると、衝突したとさなどにふた 
にぶつかったり、内部の物がとび 
出したりして思わめ事故につなが 
ります。 
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4. ドライブを快適にずる装備 


室巧装備品 



•ドライ パーズ ポケット 
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カップホルダー 


カップなどを置くとさに使います。 

^ろ！知識- 

• ドアの開閉や走行中の振動、車の 
動をなどで飲み物びこぼれること 
びあります。 

熱い飲み物などはやけどのおそれ 
びありまずのでを意して < ださい。 
• 飲み物びオーディオ等にかかると、 
故障の原因とな0ますのでま意し 
て < ださい。 


①カップホルダーは、押すと手前へ出て 
さます。 



⑤完全に引さ出します。 
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万一のとを 



参工具-スペアタイヤ- 

発炎筒 

♦パンクしたとき 


格納場所 . 

• 106 

ジャッキの取り扱い . 

116 

工具の種類 . 

…107 

応急用スペアタイヤ . 

118 

発炎筒について . 

■•107 

タイヤ交換 . 

119 

♦故障したとさ 


参オー八‘ーヒートしたとさ 


踏切で動けなくなったとさ 

■•108 


124 

高速道路で故障したとを-' 

■•108 



道路で動けな<なったとさ 

■109 

•電気系統び異常のとさ 


故障の修理について . 

…109 

バッテ U —あがりのとさ…… 

126 



ライト類び点なしないとさ、 


♦事故が起きたとき…' 

…110 

電気装置び作動しないとを 





128 


♦けん引 

けん引されるとを 


(□- プによるけん引）……112 
故障車をけん引ずるとを115 


* 全国のホンダ販売店および JAF の電話番号は別冊の r サービス網一覧」に記載してありまず。 

















工具.スペアタイヤ-発炎筒 


格納場所 


参工具-スペアタイヤ 



•発炎筒 



発炎筒は助手席足元にありまず。 
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己.万一のとき 工具.スペアタイヤ.発が筒 



工具の種類 



^夕知識-^ 

•工具の種類、ジャッキ、発炎筒の使いかたなどは万一のとき困らないようあらか 
じめ確かめておさましよう。 

■スペアタイヤ、ジャッキは走行中動かないよラに、所定の位置にしっかり固定し 
てください。 

• 高ま道路で故障などにより停止するときは、停止表示器がによる表お義務びあり 
ますので、停止表示板などを常時携帯ずるよラにしましよラ。 

^_ J 


発炎筒について 


高速道路、踏切などの危険な場所で故障 
したときに使います。発炎筒に記載され 
ているなのことをよく読んであらかじめ 
確認しておいてください。 

-使いかた -使用上のを意 

-発炎時間 -有効期限 

A 警告 - 

• ガソ I 」ンなどの燃えやすいちのの 
そばでは使わないで<ださい。 

火災や爆発のおそれがあります。 


P A 江意 - 

♦お子さまにいじらせないでくださ 
しいたずらなどにより発炎筒が 
発义して思わめ事故ややけどの原 
因になります。 

• 発炎筒を使5とを顔やからだに向 
けるとやけどなどをずることびあ 
るのでおやめ < ださい。 

• トンネル内では視界を悪くするの 
で使用しないでください。 

トンネル内では非常点滅表示灯を 
使って < ださい。 































故障したとさ 


車を路肩に停め、 


非常点滅表示なを点滅 


高速道路で故障したと 


させます。必要に応じて停止表示板（ま 



たは停止表示巧)、発炎筒を使い、後続 
ずる車に故障車とわかるようにします。 


踏切で動けなくなったとを 


脱輪などで踏切内で動けなくなったとを 
は、踏切の非常ボタンを巧してください。 
非常ボタンびわからず、緊急を要すると 
さは、発炎筒で合図をしてください。 



車を路側帯に寄せ、非常点滅表示灯を点 
滅させ、車両後ちに停止表示板（または 
停止表示な)を置いて表示してくださしん 
法律で義務づけられています。 



人は車からおりて、ま全な場所に避難し 
て < ださい。 
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己. 万一な)とさ 故障したとさ 



道路で動けなくなったとを 


一般道路で動けな<なったとさは、付近 
の人に安全な場所まで押してわらって< 
ださい。 



ダルを踏まずにスターターを回して移動 
します。 


故障の修理について 


ホンダべルノ店へお申しつけください。 



お持ちこみいただければ、簡単なものは 
その場で修理いたします。長くかかるち 
のは、予定をお巧らせします。 

お持ちこみのむずかしいとさには電話で 
ご連絡ください。 

遠出などのときは全国どこでもホンダ版 
売店へご連絡ください。 

ホンダ販売店および JAF の電話番号につ 
いては別冊の r サービス網一覧」をご覧く 
ださい。 
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事故が起きたとき 


あわてずに次の処置をとります。 

1事故の続発を防ぐ。 

他の交通のさまたげにならないよラな 
ま全な場所(路肩、あを地など）に車を 
移動ごせ、エンジンを止めます。 



2負傷ちびいる場合は、応急手当を 
行ラ。 

医師、救急車などび到着するまでの間、 
可能な応急手当を行います。 

この場合、とくに頭部に傷などびある 
とさは、そのままの姿勢で動かさない 
よ5にしますび、後続事故のむ配びあ 
るときはま全な場所に移動させます。 



^ろけ D 識-^ 

• 外傷びなくてち医師の診断を受け 
ましよう。後になってから後遺症 
び出るおそれびあ0ます。 

V_ J 
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己.万一のとさ 


事故び起きたと走 



3警察へ連絡ずる。 

事故び発生した場所、状況、負傷者や 
負傷の程度などを警察官に報告し、指 
おを受けます。 


4ホ目手方、事故の状況をメモずる。 

5ご購入された販売店や保険会社へ 
連絡ずる。 


I 。がが つ 

獅 












けん引 


けん引は専門業をに依頼し、でさるだけ 
四輪または前輪を持ち上げて行ってくだ 
さい。 

「 A ァドバィス- 

■車輪び動かないとをなど動力伝達 
装置に勇南びあると思われるとき 
は、おず四輪または前輪を持ち上 
げてけん引して < ださい。 


けん引されるとを 
にープによるけん引) 


やむをえず四輪を接地させて□ープでけ 
ん引を行5場合は、次のち法で行ってく 
ださい。 

①フ□ントアンダースポイラーを外しま 
す。 

「 A ァドゾくィス- 

■外さないでけん引されると、フロ 
ントアンダースポイラーに傷をつ 
けるおそれびありまず。 



112 
























己.万一のとき けん引 



③□ープをけん引フックにかけ、□-プ 
中央部に白い巧の. 3 m 平ち^乂上)を付 
けます。 



けん引フック 



⑥チェンジ レバーを N (ニ ュー トラ ル) に、 
エンジンスイッチは‘‘ I "または‘‘ 11" に 
します。 

④パーキングブレーキを解除し、けん引 
されます。けん引中は、前の車の制動 
口にを意して□ーフをたるませないよ 
ラにして < ださい。 
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p A ァドバィス- 

•けん引フックに□ープをかけると 
さは、車体やフックの破損•変形 
を防ぐために次のことに気をつけ 
て < ださい。 

-けん引フックじ(外のところに □ 
ープをかけないで<ださい。 

-けん引時にけん引フックに大き 
な衝撃び加わるよ5な運転をし 
ないで < ださい。 

• ワイヤー□ープや金属製のチェー 
ンなどを使ってけん引されるとさ 
は、車体にあたる部分のチェーン 
に巧をまくなどして行ってくださ 
しん 

そのままけん引されると、パンパ 
一に傷をつけるおそれびあります。 


^食ミロ識- 

• エンジンび停止している状態での 
けん引は、なのことに気をつけて 
<ださい。 

-ブレーキの倍力装置びはたらか 
な<なるので、ブレーキのさを 
び悪くなります。 

•ノてワーステア1」ング装備車はパ 
ワーステア U ングのノてワー装置 
びはたらかなくなるので、八ン 
ドル操作び重くなります。 

-エンジンスイッチを‘‘日’’にする 
とキーび抜けることびあり、八 
ンドルび□ックされ八ンドル操 
作びでさなくなり、事故につな 
びるおそれびあります。 

•長い下り坂では、ブレーキ部の温 
度び上びりブレーキびさかな < な 
るおそれびあります。レッカー車 
にけん引してちらって < ださい。 














已.万一のとさ 


けん引 



故障車をけん引ずるとさ 


やむをえず故障車をけん引するとさは、 
自車より重い車のけん引は避けてくださ 
し、 



「 A ァドバィス- 

■けん引フックに□ーフをかけると 
きは、車体やフックの破損■をあ 
を防ぐために次のことに気をつけ 
て < ださい。 

-けん引フックじ(外のところに □ 
ープをかけないで < ださい。 

-けん引時にけん引フックに大を 
な衝撃び加わるよラな運転をし 
ないで < ださい。 

• ワイヤー□ープや金属製のチェー 
ンなどを使ってけん弓 I ずるとをは、 
車体にあたる部分のチェーンに巧 
をまくなどして行ってください。 
そのままけん引すると、バンパー 
に傷をつけるおそれがあります。 




















パンクしたとき 


ジャッキの取り扱い 


参ジャッキをかける位置 


参ジャッキの取り出しかた 

ジヤツキをゆるめて外します。 



^づ?1知識- X 

■ジャッキを格納するとさはドライ 
ノ（一などで無理に締めないでくだ 
さい。 

ジャッキ取り付け部び変形するお 
それびあります。 

^ J 
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己.万一のとさ 


バンクしたとき 



参ジャッキのかけかた 

①地面び固い平らなところに車を停めま 
す。 

⑥パーキングブレーキを十分にかけ、交 
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ 
の前後に石などで輪止めをします。 

⑥ジャッキを地面に置さ、手で回してジ 
ヤツキの溝びジヤツキポイントに入る 
まで上げます。 



④ジャッキ八ンドルとジャッキ八ンドル 
バーを使って、タイヤと地面びかし離 
れるまで車体を上げます。 



「 A 言ち - 

•車びジャッキだけで支えられてい 
るとさは、不安定な状態にあるの 
で車の下に入ったりしないでくだ 
さい。 

万一、ジャッキび外れると、思わ 
め事故につなびります。 


「 A 江意 - 

■ジャッキを使うとをはま全のため、 
次のことを必ず守ってください。 

-エンジンをかけたままにしない。 

-地面び固い平らなところ1;■(外で 
は使用しない。 

-指定された位置しソ外にかけない。 

-人や荷物をのせたままにしない。 

-ジャッキの上や下に物をいれた 
0しない。 

. タイヤ交換やタイヤチェーン着 
脱しツ外には使用しない。 


^づ巧識- 

• この車に搭載されているジャッキ 
をお使いください。他のジャッキ 
では支えられる重量(呼荷重)び不 
足したり、お状び合わないことび 
あ D まず。 

V_ J 
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応急用スペアタイヤ 


固定ネジをゆるめて取り出します。 



応急用スペアタイヤは、タイヤびパンク 
したとをの応急用としてのみに使ラタイ 
ヤです。 


標準タイヤ 応急用スペアタイヤ 


お使いになるとをは次のことをお守りく 

ださい。 

^ホけ D 識- -N 

■空気圧はとをどを点検し、指定空 
気圧でお使いください。 

指定空気圧： 

420 kPa (4.2 kgf/cm^) 

■応急用スペアタイヤを装着したと 
きは、 lOOkm/hliTF で走行し、で 
をるだけ早く標準タイヤに交換し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを装着してい 
るとさは最低地上高び更に1氏 < な 
るので、床下や マフラーを 損傷し 
ないよラに十分を意して走行して 
<ださい。 

• この応急用スペアタイヤとホイー 
ルはこの車の専用品です。 他の夕 
イヤやホイールと組み合わせたり、 
他の車に使わないでください。 

•応急用スペアタイヤにはタイヤチ 
ェーンは装着できません。 

チェーン装着時に前輪びパンクし 
たとさは、応急用スペアタイヤを 
後輪に装着し、外した後輪タイヤ 
を前輪に取り付け、これにタイヤ 
チェーンを装着して < ださい。 

■前輪に応急用スペアタイヤを装着 
しないでください。 

^- J 
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己.万-のとき "•ンクしたとき 



タイヤ交換 


1はじめに 

①車を地面び固く平らでを全な場所に停 
め、工具類、応急用スペアタイヤを取 
り出します。 

@パーキングブレーキを十分にかけ、交 
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ 
の前後に石などで輪止めをします。 



④応急用スペアタイヤは交換ずるタイヤ 
近<の車体の下にホイ ー ル表面を上に 
して置をます。 



2ジャッキで車体を上げる 

①ジャッキをセットします。 

一117ぺージ 

③ホイールナットをホイールナットレン 
チでかし(約1回転)ゆるめまず。 



感タイヤと地面がかし離れるまでジヤッ 
キで車体を上げます。 
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3 タイヤを交換ずる 

①ホイールナットを外し、タイヤを外し 
ます。 



^づ?1知識- X 

■標準装着のタイヤを横にして地面 
に置くときは、下に巧などを敷い 
てその上に置いてください。 
そのまま置くと、ホイールに傷び 

つ < おそれびあ0ます。 

V_ J 


⑤応急用スペアタイヤのホイールの接触 
面のよごれをみき取ります。 



⑥応急用スペアタイヤを取り付けます。 
④ホイールナツトびホイール巧のシート 
部に軽く当たり、ホイールびガタつか 
ない程度までホイールナツトを締めま 
す。 



3度にねたり、ホイールナットをしつ 
かり締め付けます。 


ホイールナツト締め付けトルク： 

★ 
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己.万一のとき 


バンクしたとき 



4標準タイヤを収納ずる 

①パンクした標準タイヤはセンターキヤ 
ップを外します。 



③パンクした標準タイヤをしまい、スぺ 
ーヴーを、応急用スペアタイヤを固定 
していたときとは逆向さにして固定し 
まず。 



















5 標準タイヤを取り付けるときは 

①標準タイヤのホイールの接触面のよご 
れをふさ取ります。 



^づ?1知識- X 

■標準装着のタイヤを横にして地面 
に置くときは、下に巧などを敷い 
てその上に置いてください。 
そのまま置くとホイールに傷びつ 

<おそれびあります。 

V_ J 

感標準タイヤを取り付けます。 


感ホイールナツトがホイール巧のシート 
部に軽く当たり、ホイールがガタつか 
ない程度までホイールナツトを締めま 
す。 



3度にねたり、ホイールナットをしつ 
かり締め付けます。 


ホイールナツト締め付けトルク： 

★ 
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己.万一のとさ 


バンクしたとき 



P A アドバイス- 

■前輪は左ち共、同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄および摩耗差のないタイヤ 
をお使いください。 

サイズ、種類、銘柄や摩耗度合の異なるタイヤを混用ずると LSD に悪影響をあた 
えまず。 


知識- N 

• この車専用のタイヤ、ホイールをお使いください。 

専用 LU 外のタイヤ、ホイールを使5と走行装置やブレーキ装置に支障をさたすお 
それびあります。タイヤ、ホイール交換に際しては、必ずホンダべルノ店にご相 
談ください。 

• レンチを足で踏んだり、パイプなどを使って必要 L ソ上に締め付けないでください。 
トルクびかかりすざることびあります。 

•パンク修理、タイヤの摩耗、 U ムのをおなどでホイールバランスび狂ラことびあ 
ります。車体の振動などの異常を感じたらホンダべルノ店で点検を受けてくださ 
しん 

•タイヤ交換はま全のため、地面の硬い平らな場所で、他の交通に十分ま意して巧 
ってください。必要に応じて停止表示板、非常点滅表示灯を使って<ださい。 
•必ず指定サイズ、同一種類のタイヤを使ってください。指定サイズしソ外のタイヤ 
や種類の異なるタイヤを使5と安全性を損ないます。 

•応急用スペアタイヤの空気圧は使5ときに調整してください。 

やむをえず、未調整のまま走る場合は、ま度を控えめにしてください。 

タイヤの空気圧一173ページ 

■パンク修理などでホイールを取り付け直したときには、念のため1,册 Okm 走行時 
にホイールナツトのゆるみの有無を点検してください。 

^_ _ _ J 
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才ーバーヒートしたとき 


なのよラなとさは、オーバーヒートでず。 
-水温計の針び‘‘ H’’ の目盛に入ったり、 
エンジンの力び急に落ちる。 

-エンジンルームから蒸気び立ちのぼっ 
ている。 

A 警告 - 

■エンジン ルームから 蒸気び出てい 
るとをは、ボンネットを開けない 
で < ださい。 

蒸気や熱湯びふさ出し、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれび 
あります。 


参処置のしかた 

①車をま全な場所に停めます。 

③エンジンをかけたままボンネットを開 
けて風通しをよくします。 



^づ?1知識- X 

■エンジンルームから蒸気び出てい 
るときは、エンジンを止めます。 
蒸気び出なくなってからボンネッ 
卜を開け、エンジンをかけて<だ 
さい。 

V_ y 
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己.万一のとき 才ーパ‘ーヒートしたとき 



⑥;令却ファンの作動を確認し、水温計の 
針び下びってをてからエンジンを止め 
ます。 

;令却ファンび作動していないとさはす 
ぐにエンジンを止めてください。 



P A ァドバィス- 

• :令ま P ファンび作動していない場合 
は、故障び考えられますので、ホ 
ンダべルノ店へご連絡 < ださい。 


④エンジンびをえてから、；令却水量、ホ 
ースなどからの水漏れを点検します。 



⑥を却水量び不足していたらラジェータ 
一と1」ヴーブタンクに;令却水を補給し 
ます。をま P 水びない場合は、応急的に 
水を巧給します。 

A 警告 - 

■ェンジンび十分に;令え、水温び下 
びるまで ラジェーター キヤップを 
がさないで < ださい。 

:令ま P 水には圧力びかかっているた 
め、蒸気や熱湯びふさ出し、やけ 
どなどの重大な傷害を受けるおそ 
れびあります。 


「 A ァド'くィス- 

• エンジンび熱いとさにを却水を入 
れないで< ださい。急にをたいを 
ま P 水を入れると、エンジンび損傷 
ずるおそれびありまず。 

;令ち P 水はエンジンび;令えてからゆ 
つくりと入れてください。 


⑥なるべく早くホンダべルノ店で点検を 
受けてください。 











































電気系統が異常のとさ 


バッテリーあびりのとを 


なのようなとをは、バッテ U —あびりで 
ず。 

•スターターび回らないか、回ってち回 
転び弱くエンジンびかからない。 

•ライトびいつちより極端に暗かったり、 
ホーンの音びルさい。 


参処置のしかた 

安全のため、押しびけはしないでくださ 
し、。 


①ブースターケーブルを次の順番でつな 
さます。 

。本 S 

〇自車のバッテ1」一の©端モ 
0 救援車のノ（ッテ1」一の©端テ 

I 2本目 


©救援車のノ くッテ U —の©端テ 
〇自車のエンジンのアース線端子 



③ 救援車のエンジンを始動し、回転数を 
少し高めにします。 

⑥自車のエンジンをかけまず。 

④ ブースターケーブルをつないだとさと 
逆の順までがしまず。 

⑥ホンダ販売店や最寄りのガソ1」ンスタ 
ンドなどで点検を受けてください。 




























己.万一のとさ 


電気系統び異常のとさ 



么警告 - 

■バッテ U - を取り扱うとさは次のことを必ず守ってください。 

ノ（ッテ U - か5発生する可燃性のガスに弓 I 火ずると爆発のおそれびありまず。 

-バッテ U —液び不足しているとをは、エンジンの始動または充電を行わないで 
<ださい。 

-乂気を近づけないでください。 

-帯電した体でバッテ I 」一に軸れないでください。 

-換気に十分ま意し、換気の悪い場所では充電を行わないでください。 

-バッテ U - を充電するときは、すべてのキャップをがしてください。 
■ブースターケーブルをつなぐときはなのことをおず守ってください。乂巧び出て、 

ノ（ッテ U - か5発生する可燃性のガスに弓 I 火ずると爆発のおそれびありまず。 

-自きのバッテリーの0端子に直接ケーブルをつなびないでください。 

-©端テと©端子を間違えないでください。 

-ケーブルの先端ど5しを接軸させないでください。 

• I (ッテ U —あは希硫酸でず。目や巧&に着くとその部分び侵されますので十分ま 
意してください。 

万一、付着したとをはずぐにを量の水ですくなくとも5分間!;/上洗ミきし、飲み込 
んだとさはずぐに多量の飲料水を飲んで<ださい。応急処置をは、専門医の診察 
を受けて < ださい。 


^夕?1知識- 'v 

■バッテ U — 液び不足しているときは、使用しないでください。 

バッテ IJ 一 内部の劣化の進行び促進ずるおそれびありまず。 

• ブースターケーブルのク U ップは、エンジン始動時などの振動で外れたりしない 
ようにお実に固定してください。 

また、ブースターケーブルび;令却フアンやべルトに卷さ込まれないよラに十分気 
をつけて <ださい。 

■救援車には、に V のバッテ U - を装着している車を使用してください。 

^_ J 
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ライト類び点打しないとき、 
電気装置び作動しないとを 


バッテ1」一びあびっていないとをは、ヒ 
ューズ切れや電球(バルブ)切れび考えら 
れます。 

①エンジンスイッチを‘‘ 0" の位置にしま 
ず。 

⑥ヒューズび切れていないかを点検しま 
す。 

-故障の状況から点検すベをヒューズ 
をヒューズボックスの表示でお認し、 
点検しまず。 

⑥必要に応じて、ヒューズや電球を交換 
します。 

♦ヒューズの点検、交換 
ヒューズボックスの位置 


• 運15席足元 

ドライバーズポケットを開け、持ち上げ 
なびら手前に引いて取り外します。 



ドライバーズポケットを取り付けるとを 
は、次の手順で行います。 

①スフ1」ングにポケットの溝を合わせて 
全体を巧し上げます。 



④下側を巧し込み、両側のピンをポケッ 
卜の溝にお実にセツトします。 



④ドライバーズポケットを閉めます。 
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己.万一のとさ 


電気を統び異常のとさ 



• エンジンルーム内 



ヒューズのがしかた 

備え付けのヒューズプラーでヒューズを 
外します。 

























ヒューズが切れているとを 


ヒューズび切れていないとさ 




ヒューズボックスの表示に従い規定容量 
のヒューズに交換します。 

P A ァドバィス 

■規定容量のヒューズ 1;( がのちのは 
絶対に使わないでください。 

配線コードなどを焼損させる原因 
となります。 


^づ?1知識- -X 

•交換してを、またヒューズび切れ 
る場合は、電気系統の異常び考え 
られますので、ホンダべルノ店で 
点検を受けてください。 

^_ J 


•ライト類が点灯しないときは、電球切 
れが考えられます。 

電球を点検し、切れているとさは交換 
して < ださい。 

^づ?1か識- -x 

• 電球が切れていない場合は、電気 
系統の異常が考えられますので、 
ホンダべルノ店で点検を受けて< 
ださい。 

V_ J 


♦ライ ト類政外の電気装置が作動しない 
とさは、電気系統の異常が考えられま 
すので、ホンダべルノ店で点検を受け 
て < ださい。 
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5 .万一な)と定 電気を統び異常のとさ 



♦電球(パルプ)の交換 

ヒューズび切れていないのにライト類び点巧しないときは、電球切れび考えられます。 
電球を点検し、切れているとをは交換してください。 













































广み知識- 

• ランプ本体やレンズを外すとさは、 
ボディに傷を付けないよ5にを意 
してください。 

■電球を交換するとをはワット ( W ) 
数の違ラちのを使わないでくださ 
し'!。 

電球のワット数一170ページ 

■ ノ V □ゲンノ（ルブはガラス球内部の 
圧力び高いため、落としたり、物 
をぶつけたり、傷をつけたりする 
と破損してガラスびとび散ること 
びあります。 

取り扱いには十分にミち意してくだ 
さい。 

また、八□ゲンバルブの電球の表 
面に手などび、軸れないよ5にし 
て< ださい。使用時電球び高温に 
なるため、油などび付着ずると寿 
命び短くなります。触れた場合は、 
中性洗剤の薄し)水溶液を柔らかい 
巧に含ませてよくみを取ってくだ 
さい。 

•へッドライト、制動灯などのラン 
プは、雨天走行や洗車などの使用 
条件によりレンズ内面び一時的に 
曇ることびあります。これはラン 
プ内部と外気の温度差によるちの 
で、雨天時などに窓ガラスび曇る 
のと同様の現象であり、機能上の 
問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴 
びついているとさやランプ内に水 
びたまっているとをは、ホンダべ 
ルノ店にご相談ください。 


へッ ドライト （□- ビーム）について 

へッドライト （□- ビーム)の電球切れの 
点検、交換はおずホンダべルノ店で行っ 
て < ださい。 

广 A ミま意 - 

■ディスチャージへッドライトは高 
電圧を使用しており、不適切な取 
り扱いや分解を行5と感電ずるお 
それがあります。 
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己. 万一©と定 電気を統び異常のとさ 



へッ ドライト ( A イビーム） 

ノ V □ゲンノ（ルブを使用していますので、 
取り扱いにま意してください。 

八□ゲンバルブー132ページ 


① ["ち側のみ 1 

ラジエーター U ヴーブ タンクを引き 上 
げて外します。 




④端テを外します。 



④止め金を外し、電球を外しまず。 




























@ 端テを外します。 
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己. 万一©と定 電気を統び異常のとさ 



前面ち向指示器/前面巧常点滅表示打 

①交換する側と反対に八ンドルをいっぱ 
いに切ります。 

⑥ク1」ップを夕+してインナーフェンダー 
をめ < ります。 



チューブを左へ回してず b します。 



④ソケットを左へ回して外し、電球を押 
しなびら左へ回して抜を取ります。 



イン ナー フェンダーを固定するときは、 
ク U ップを中央部のピンを起こしたまま 
イン ナー フェン ダーに 差し込み、ピンを 
平らになるまで巧し込みます。 


















































車幅む 

①[ち側のみ] 

ラジエーター リヴ ーブ タンクを引さ上 
げて夕+します。 


側面ち向指示器/側面非常点滅表示な 

ドライバーの先端に巧などを卷を、後ち 
よりスプ1」ングを押しなびらランプ本体 
を外します。 



@カバーを左に回してタルまず。 



⑥ソケットを左へ回して外し、電球を抜 
を取りまず。 



ソケットを左へ回して外し、電球を抜さ 
取りまず。 



を面ち向指示器/後面非常点滅表示な 

[2 ドア A ッチパ’ック車 I 

カバーを開け、ソケットを左へ回して外 
し、電 i まを巧しなびら左へ回して抜を取 
0まず。 
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5 .万一©と定 電気を統び異常のとさ 



制動な/尾な、を退な 

[2 ドア A ッチバックま I 

①ク U ップを引を抜さ、カバーをめくり 
ます。 


-ク U ップの脱着のしかた 

ク U ップ中央部のピンを"カチッ"と音び 
するまで軽く （ 2 mm 程度)巧し込んでク 
1」ップを引さ抜をます。 



@ソケットを左へ回して外し、電球を押 
しなびら左へ回して巧を取ります。 




を巧し戻して、取り付けたカバーに差し 
込み、ピンを平らになるまで押し込みま 
す。 
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制動な/尾な、を面ち向指示器/を面非 
常点滅表示口 I 4 ドア"ード トップ車 I 


⑥ソケットを左へ回して外し、電球を巧 
しなびら左へ回して抜を取ります。 


①中央のカバーからク U ップ （ A タイプ 
2個、目タイプ4個）を引を抜さ、力 
バーを取り外します。 




這)交換する側のライニングからク U ップ 
(目タイプ1個)を引さ抜き、ライ ニン 
グをめくります。 
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己.万一のとさ 


電気系統び異常のとさ 



-ク U ツプの脱着のしかた 
^タイプ] 

ク U ツプの中央部をドライ J く一などで左 
へ約]/ 4回転させて浮かし、クリップ 
を引き抜さます。 



固定するときは、ク U ップを取り付けた 
カバーに差し込み、中央部を平らになる 
まで押し込みます。 


[ B タイプ] 

ク U ップ中央部のピンを"カチッ"と音び 
するまで軽く （ 2 mm 程度)巧し込んでク 
1」ップを引さ抜をます。 



を押し戻して、取り付けたカバーに差し 
込み、ピンを平らになるまで押し込みま 
す。 
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制動な/尾む、を退な 

[4 ドア"ードトップま I 

ネジをゆるめてランプ本体をがし、電球 
を巧しなびら左へ回し巧を取ります。 


ヘイマウン トストツプランプ を义装備1 


[2 ドア■/、ッチバック車] 

①ク U ップを引を抜き、カバーを外しま 


す。 




③ソケットを左へ回して外し、電球を巧 
さ取ります。 
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己.万一のとさ 


電気系統び異常のとさ 



-ク U ップの脱着のしかた 

ク U ップ中央部のピンを"カチッ"と音び 
するまで軽く （ 2 mm 程度)巧し込んでク 
U ップを引き抜さます。 



を巧し戻して、取り付けたカバーに差し 
込み、ピンを平らになるまで押し込みま 
す。 


[4 ドア A — ドトップ車] 

ソケットを左へ回して外し、電球を抜き 
取ります。 

































番号な 

ネジを外し、ランフ本体を外しまず。 
ソケットを左へ回してがし、電巧を抜を 
取ります。 



トランクルーム照明な 

[4 ドア"ードトップ車 I 

カバーを開け、電球を巧を取ります。 



室内打 

①レンズを外します。 
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車の手入れ 



参点検•壁備について 144 
♦曰常の手入れ 

外装の手入れ . 147 

内装の手入れ . 149 

タイヤについて . 150 

アルミホイールについて……152 


参車にあった部品の使用 ■154 








点検-整備について 


車は走行するにしたびい、また時間 
び経過するととちに部品の劣化や摩 
耗などび進んでいを、適切な点検整 
備を行わないと、安全-快適に乗つ 
ていただけな くなる ばかりか大気ち 
染や騒音の増加などを弓 I を起こすこ 
とびあります。 

このよラなことから点検整備び必要 
であり、ドライバー(運転者)は点検 
整備を実施することび法律でち義務 
づけられています。 



詳しくは、別冊のメンテナンスノー 
卜に記載してありますので、 よくお 
読みになりおず点検整備を行って< 
ださい。 


♦点検壁備の種類 

日常点検 

曰常の車の使用状況に応じて、お客 
様の判断で適時巧ラ点検で、お客様 
自身で実施び可能な項目となってい 
ます。 

点検時期の目まとしては長距離走行 
前や洗車時、給ミ由時などに実施しま 
す。 
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V, 














6. 車©手人れ 点検.整備について 




法定定期点検 

年間走行距離び1日,日日 Okm 程度の標 
準的な使用を前提に、12か月および 
24か月毎に実施する点検です。 
法律で定められているちのと、ホン 
ダび指定するものびあります。 



その他 

新車時の無料点検や定期交換、厳し 
い使われかたをしたとをの点検整備 
びあります。 
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曰常の手入れ 


广 


走行をは 

• 塗装面に付着したほこりを毛ばた 
をなどではらい落としましよう。 

• とび石などによる塗装面の傷は鐘 
の原因となりまず。見つけたら早 
めに補修してください。 



保管、駐車は 


•風通しのよい車庫や、屋根のある 
場所をおずずめします。 



洗車をちれずに 

■少なくとを月に一度は洗車しまし 
A ラ。 

■次の場合は、必ず洗車してくださ 
い。 

-凍結防止剤を散布した道路を走 
行したとを、ミ毎岸地帯を走行し 
たとさ。 

鐘の原因となるので車体の下回 
り、 フェン ダーの内側を念入り 
に洗ってください。 

•コールタール、ばい煙、鳥のふ 
ん、虫、樹液などびつし、たとき。 
化学変化で塗装面にむらびでさ 
るので、中性洗剤で洗ってから 
水で完全に流し、化要に応じて 
ポ IJ シングワックス（ワックス 
罕し液)で磨いてください。 

ポ1」シングワックスは、ホンダ 
純正ケ S カル用品をお使いくだ 
さい。 
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日.車の手入れ 


曰常の手入れ 


A 


四国 


の手入れ 


参洗車のしかた 

•十分に水をかけなびら、下回り、 
足まわりのちれを落とします。 

. 塗装面は屋根から順に下のほラへ 
水をかけなびら、スポンジかセー 
ム皮のよ5な柔らかいをので洗い 
ます。 

-ミちれびひどいところは中性洗剤で 
洗い、さらに水で完全に洗い落と 
します。 

-水び乾かないうちに拭き取ります。 


• [4ドアドトツプ車 I 

ドアガラスまわりには、ホー 
スの先端を絞るなどして水を 
強くかけないで< ださい。 
室内へ水び侵入することびあ 
ります。 

•故意に空気取り入れ□やエン 
ジンルーム内の電気部品に水 
をかけないで < ださい。 
故障のちとになります。 



自動洗車機を使5とき 

ドア S ラーを格納して洗車してく 
ださい。 


•自動洗車機を使ラと、ブラシ 
の傷びつさ光沢び失われたり、 
劣化を早めることびあります。 

■大型1」ヤスポイラーを装備し 
ていまずので、洗車機によっ 
てはひっかかり、洗車できな 
かったり、車両を傷つけるお 
それびありまず。 


コイン洗車機を使5とを 

洗車ノズルと車体の距離を十分に離 
して洗車してください。 
ウインドーまねりは、特にま意して 
行ってください。近づけすざると室 
内へ水び侵入ずることびあります。 
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参ワックスをかけるとさ 

月に一回程度または水をはじかなく 
なったとをに行います。 

洗車したあと、日陰か車体表面び体 
温け下になっているとさにワックス 
をかけます。 

-ワックスはホンダ純正ケミカル用 
品をお使い < ださい。 


♦樹脂塗装部品 

(バンパーなど)の手入れ 

ガソリン、オイル、ラジェーター液、 
バッテ1」一液などび付着すると、し 
みの発生や塗膜びはびれる原因とな 
D ます。 

すみやかに柔らかい巧で巧さ取って 
ください。 


• 樹脂塗装部品の傷の補修をず 
る場合は、ホンダべルノ店に 
ご相談ください。不適当な塗 
料を使ラと塗膜を傷めます。 


•みびきお(コンパウンド)入り 
のワックスは使わないでくだ 
さい。 

塗装面に細かい傷び残ること 
びあります。 


参ガラスの手入れ 

ガラスの油膜を取るとさは、ガラス 
ク1」ーナーをお使いください。 

-ガラスク U - ナーはホンダ純正ケ 
5カル用品をお使い < ださい。 


U ヤガラスの清掃をずるとき 

1」ヤガラスの内側に電熱線び装着さ 
れていますので、これにおって柔ら 
かい巧で拭いてください。 
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己.車©手ス^す I 曰常の手入れ 




內 I 装 I の悍 I 入 I れ 


①中性洗剤の水溶液を柔らかい巧に 
軽く含ませて、ちれを落としまず。 
-飲食物などをこぼしたとさは、 
ずぐにちれを落としてください。 
⑤真水を含ませた柔らかい巧で、残 
つた洗剤分をされいに拭を取りま 
す。 

④直射日光を避け、風通しのよい曰 
陰で乾燥させます。 


■ベンジン、ガソ U ンなどのち 
機溶剤はを色、しみなどの原 
因となるので使わないでくだ 
さい。 

•室内に水をかけないでくださ 
し、。電気部品に水びかかると 
故障の原因となります。 


♦液体ち香剤、 

レザークリーナーについて 

液体芳香剤、レヴーク1」ーナーはそ 
の成分によっては、樹脂部品、巧が 
の変色、ひび割れを起こすことびあ 
D ます。 

取り扱いには十分にごを意ください。 


■液体芳香剤はこぼさないよラ 
に、容器を確実に固定してく 
ださい。 

芳香剤の使用にあたっては固 
形タイフのちのをおすすめし 
ます。 

• レヴーク1」ーナーを使用した 
あとは、おず乾いた巧で軽く 
巧き取ってください。 

また、使用した巧はそのまま 
樹脂部品、巧材の上に長時間 
放置しないで < ださい。 

\ _ / 
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囚田巧旧 
因の B 


タイヤの異常摩耗、亀裂、損傷およ 
び指定外の空気圧は、乗りむ地、操 
縦性、タイヤの寿命を損ないます。 
また、摩耗したタイヤは雨天時の高 
速走行で通常よりをノ V イド□プレー 
ニング現象を起こしやすくなりまず。 
•安全のため、こまめに点検を行つ 
てください。 

また、必ずこの車専用のタイヤを 
お使いください。 

-標準装着のタイヤ/ホイールを、 
横にしてそのまま地面に置いたり 
重ねて積むと、ホイールに傷びつ 
<ことびありまず。 

置くとさは巧を敷くなどして、ホ 
イールに傷びつかないようにして 
ください。 

「 A 警告 - 

•次のよ5なタイヤは使わない 
で < ださい。 

コント□ールを失ラことびあ 
り、思わめ事故につなびりま 
ず。 

-摩耗限度を超えたタイヤ 
-指定空気圧に調整されてい 
ないタイヤ 
タイヤの空気圧 

一173ページ 


P A /王意 - 

• タイヤの空気圧を調整すると 
をは、規定圧力を巧ってくだ 
さい。 

空気を入れ過ざると、タイヤ 
び破裂しけびをするおそれび 
あ D ます。 


•前輪は左ち共、同一指定ヴイ 
ズ、同一種類、同一銘柄およ 
び摩耗差のないタイヤをお使 
いください。サイズ、種類、 
銘柄や摩耗度合の異なるタイ 
ヤを混用すると LSD に悪影響 
をちえます。 


摩耗限界表示 
(ウェアインジケータ ー) 

ウェアインジケーターび表れたら夕 
イヤを交換してください。 

•ウェアインジケーターは、タイヤ 
の接地面にあり、他の部分より溝 
び1.日 mm だけ浅くなっています。 



ウェアインジケータ ー A 
の位置を示ずマークの/ \ 
巧表例でず 


ウェアインジケー 
ターが表われたと 
き（タイヤの溝が / 
なくなつたとを） 

は交換 1 

m 
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己.車©手ス^す 1 曰常の手入れ 




♦位置交換 

(タイヤ□—テ—シヨン） 

己, 0日 0km ごとにタイヤの位置を交換 
します。 

•同じ位置で長く走ると偏摩耗し、 
タイヤの寿命を縮めるだけでなく 
走行性、制動力にまで悪影響を与 
えます。 


•応急用スペアタイヤは、位置 
交換に使わないでください。 
■前輪と後輪でタイヤの空気圧 
び異なるので、位置交換後は 
おず空気圧を調整して < ださ 
い。 

タイヤの空気圧一173ページ 
■標準装着のタイヤは、回転ち 
向び指定されています。タイ 
ヤの側面に回転方向を指定す 
る矢印びありますので、タイ 
ヤを交換する際は回転方向に 
ミ主意して < ださい。 


タイヤ回転指示マーク 

タイヤの性能上、回転ち向び指定さ 
れているタイヤには、タイヤ側面に 
回転指示 マークび あります。 

回転指示マークび前部へ向くように 
取り付けて < ださい。 





151 






























r 
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•取り扱い 

• この車専用のホイールをお使いく 
ださい。専用 L ソ外のホイールを使 
ラと、走行装置やブレーキ装置に 
支障をきたすおそれびあります。 
ホイール交換に際しては、化ずホ 
ンダべルノ店にご相談ください。 

* ノてンク修理などでホイールを取り 
付け直した際には、念のため 
l . Omkm 走行時にホイールナット 
のゆるみの有無を点検してくださ 
しん 

• アル S ホイールは傷つさやすいの 
で歩道の縁石などに柔〇上げたり、 
すり当てたりすることを避けてく 
ださい。 

■バランスウェイトやバルブはホン 
ダ純正のアル S ホイール専用品を 
お使いください。ホイールに傷を 
つけたり、機能を損なラことびあ 
ります。 

•タイヤチェーンを装着するとさは、 
正しく装着してください。ホイー 
ルに巧して片寄ったり、ゆるかっ 
たりずるとホイールに傷をつける 
おそれびありまずのでを意して装 
着してください。 

■標準装着のタイヤ/ホイールを、 
横にしてそのまま地面に置いたり 
重ねて積むと、ホイールに傷びつ 
くことびあります。 

置くときは巧を敷くなどして、ホ 
イールに傷びつかないよラにして 
<ださい。 
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日.車の手入れ 


曰常の手入れ 


A 


♦手入れ 

■アル5ホイールは、塩分やちれを 
嫌いますので、'海水や道路凍結防 
止剤などび付いたとさには、スポ 
ンジに中性洗剤を含ませ、ちれを 
早めに落としてください。 

• ホイールの光ミ尺を維持ずるため、 
時々ワックスびけをしてください。 

• アル5ホイールは傷つをやすいの 
で、砂入り石厳や硬いブラシを使 
わないで<ださい。高ま洗車機 
(ホイール専用ブラシ付さのをの） 
によるホイールの洗浄は避けてく 
ださい。 

■スチーム洗;きなどで、熱湯びホイ 
ールに直接かからないよ5にして 
ください。 

光ミ尺を失5おそれびあります。 





153 













車にあった部品の使用 


f 'S 

車の性能、品質を維持ずるために、ホンダ車に最も適したホンダ純正部品をお 
使いください。 

抑正部品は厳しい検査を実施し、ホンダ車に適合するように作られています。 

おホめ、装着に際しては、ホンダべルノ店にご相談ください。 

-ホンダ純正部品しソ外の車の性能や 
機能に適さない部品を使用しない 
で < ださい。 

適正な性能や機能を発揮しなかっ 
たり、思わめ事故のもとになった 
りずることびあります。 

-車の改造はしないでください。 

不正改造は、法律に触れることは 
ちちろん思わめ事故を起こす場合 
びあります。 


'' - y 


純正部品には下のマークびついて 
います。 


« ち jE. さ B 



〇ち ] VUlN 巧 
HONDA MOTOR CO LTD 


MADE IN JAPAN 
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車との上手なつをあいかた 



•積雪-寒を時の取り扱い 


運転するまえ . 156 

運転するとさ . 158 

駐車するとき . 161 

を期の手入れ . 162 

参こんなとをは 

雨の曰の運転 . 164 

夏場の取り扱い . 166 

経済走行のために . 167 










積雪 • 寒冷時の取り扱い 


广 


圏 


引る引え 


♦車に積もった雪や着氷は 
取り除< 

屋根に積もった雪 

走行時にガラス面に落ちた雪び視界 
のさまたげとなり危険です。走行す 
るまえに取り除いてください。 

-氷結している部分を無理に取り除 
くと塗装などを傷めます。氷び溶 
けてから取り除いて<ださい。 



ガラス面の雪や霜 

プラスチックの板などを使ラとガラ 
スに傷をつけずに落とすことびでき 
ます。 


足まわりの着氷 

足まわりなどに氷塊び付着している 
場合は、部品を損傷しないよ5に十 
分ま意して取り除いてください。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


積雪-寒ち時の取り巧い 




♦巧結しているとき 
ドアの凍結 

無理に開けるとドアまわりのゴムび 
はびれたりずるので、お湯をかけて 
氷を溶かしてから開けてください。 

-ドアキー巧部には、お湯をかけな 
いでください。凍結すると、キー 
び差し込めな< なりまず。 


ご 



お湯をかけたあとは、凍結防止のた 
めに水分をよく巧き取つてください。 


参乗車ずるとさ 

靴にこびり つし、 た雪をよく落として 
から、柔車してください。 

• ペダル類を操作するとさに滑った 
り、室内の湿気びをくなりガラス 
び曇ったりすることびあります。 



運転ずるまえに 

ペダル類や八ンドルの動さび円滑か 
どうか確認してください。 


ワイパーのま結(ガラス面が着か、 
積雪しているとき） 

ワイパーブレード(ゴム部)を損傷し 
たり、モーターの故障となりますの 
で、氷や雪を取り除いてから動かし 
てください。 
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圍 


副引ると 


因 


•雪道や凍結路では、たいへん滑り 
やすくなっているので、ま度を落 
とし車間距離を十分とって運転し 
ましよつ。 

また、八ンドルやブレーキの操作 
は特に慎重にしてください。 

• 急加速、急減ま、急ブレーキや 
急八ンドルは横すべりを起こし 
てち向性を失います。 



•を用タイヤ、タイヤチェーンを装 

着して走行してください。 

タイヤチェーンについて 

一1己9ページ 

•を用タイヤを装着ずるとさは、 
四輪とも同じ種類のちのに交換 
してください。 

-地区条例により違いびあります 
ので、その地区の条例に従って 
ください。 

■を用タイヤを装着したとさに 
は、を全のため高速走行は避 
けて < ださい。 


参ブレーキのさをについて 

ブレーキ装置に付着した雪や水びず 
結し、ブレーキのををび悪くなるこ 
とびおります。 

その際には、前後の車に十分を意し 
て、ブレーキペダルを軽<踏みなび 
ら低速で走行し、ブレーキのしめり 
を乾かしてください。 



• ブレーキのを さび回復しない 
ときは、 ブレーキ 系統に異常 
び考えられますので、ただち 
にホンダべルノ店で点検を受 
けて < ださい。 


参ウォッシャー液を暖射ずるとき 

先に ヒーターを 使ってフ□ントガラ 
スを暖めてからウォッシャー液を噴 
射します。 

厂 /h ミ主意 - 

■寒;令時はフ□ントガラスび暖 
まるまでウォッシャー液を噴 
射しないで < ださい。 

ウォッシャー液が凍りついて 
視界のさまたげとなり、思わ 
め事故につながるおそれがあ 
ります。 
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7 .車との上手なつきあいかた 積雪.きち時の取り做、 


尚 


♦八ンドルのされについて 
(タイヤまわりの着が） 

フエンダー裏側に付着した雪び氷結 
し、次第にたい積して八ンドルのを 
れび悪くなることびあります。 
ときどき確認し、着氷び大きくなる 
前に取り除いてください。 



参パンクしたとき 
(タイヤチェーン装着時） 

前輪びパンクしたとをは、応急用ス 
ペアタイヤを後輪に付け、外した後 
輪タイヤを前輪につけてタイヤチェ 
—ンを装着します。 

•応急用スペアタイヤには、タイヤ 
チェーンは装着でをません。 



参タイヤチェーンについて 

推奨タイヤチェーン 

この車は、一般の車に比べタイヤと 
フェンダーの間びせまくなっていま 
す。また、標準装着されているタイ 
ヤは、偏平率びルさく側面びせまく 
なっています。そのため、タイヤサ 
イズにあったタイヤチェーンであっ 
てち、取り付けられないことやホイ 
-) レなど I こ傷びつくことびあります。 
チェーンはホンダ純正スーパーグ U 
ップチェーンをお使い<ださい。 

ご購入、ご使用に際しては、ホンダ 
ベルノ店にご相談ください。 

• タイヤチェーンはタイヤに合 
った適正なものをお使いくだ 
さい。 

巧奨タイヤチェーン L ソ外のち 
のを使ラと、ブレーキ配管や 
フェンダーなどを破損するお 
それびあります。 
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標準的なタイヤチェーンの 
取り付けかた 

タイヤチェーンは、駆動輪の前輪に 
装着してください。 

タイヤチ I ーンに付属の取扱説明書 
に従って、正しく取り付けてくださ 
い。 

後輪には、タイヤチェーンは装着で 
さません。 


• タイヤチェーンは平らな所で 
他の交通に十分を意して取り 
付けて < ださい。 
必要に応じて非常点滅表示な 
などを使って < ださい。 
■応急用スペアタイヤには、夕 
イヤチェーンは装着できませ 
ん。 

チェーン装着時に前輪びパン 
クしたときは、応急用スペア 
タイヤを後輪に装着し、外し 
た後輪タイヤを前輪に取り付 
け、これに標準タイヤ用の夕 
イヤチェーンを装着してくだ 
さい。 

• タイヤチェーンを取り付けた 
ときには、安全のため雪道、 
凍結路では3日 km / hli (下のま 
度で運転してください。 

なお乾燥路面ではタイヤチェ 
ーンを装着したままで走行す 
るのは避けてください。チェ 
ーンの摩耗を早めます。 
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7 .車との上手なつきあいかた 積雪.きち時の取り做、 


尚 



車引ると 


因 


ノ V ’ーキングブレーキの凍結を防ぐた 
めに、パーキングブレーキは使わな 
いでください。 

ギヤを R (後退)か1に入れます。 
石などで輪止めをしておをます。 



♦屋外に駐車ずるとさ 

• エンジンの;令えずざを防ぐために、 
車の前部を風下や曰の当たるち向 
に向けて停めて < ださい。 

-エンジンびをえずざると始動し 
にくくなることびあります。 

■落雪や積雪を避けるために、軒下 
や樹木の下などには停めないでく 
ださい。 

-車の屋根などびへこむことびあ 
ります。 

• ワイノてーアームは起こしてくださ 
し'!。 

-雪の重みでアームの取り付け部 
びこわれることびあります。 

♦長期間使わないで 
屋夕 1•におくとき 

塗装面の保護とドアまわりの凍結を 

防ぐために、ボディカバーを使って 

ください。 


「 A 江 意 - 

•格納するとを、ェンジン部を 
毛巧で覆ったり、ラジェータ 
一のまわりに段ボールや新聞 
紙をはさみ込んだりしないで 
<ださい。 

そのまま走行すると、火災の 
おそれがあ 0 ます。 
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广 


到期 I の梓 I 入 I れ 


•雪道走行後の手入れ 

-フェンダー妻側や足まわりに付着 
したお、雪は周囲の部品を損傷し 
ないように取り除いてください。 
ABS 装備車は、足まわり（前、を 
輪の4か所）に車ま感知装置び取 
り付けてありまずので、傷をつけ 
ないように特にま意してください。 



積雪時には道路に凍結防止剤びま 
かれていることびあります。鐘の 
原因になりますので、走行後はす 
ぐに洗車してください。特に下回 
りは念入りに行ってください。 


♦点検-壁備 

バッテリーについて 

気温び下びるとノ（ッテ U —の性能び 
お下し、エンジン始動に支障ををた 
すことびありますので、液量、比重 
の確認をし、必要に応じて液の巧給 
や補充電をしてください。 


エンジンオイルについて 

を期はオイ J レの劣化び激しくなりま 
す。 

を期に主として短距離、または市街 
地を運転される方は、早めに交換し 
て < ださい。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


積雪-寒ち時の取り巧い 




を却水について 

:令ま P 水の凍結を防ぐために点検して 
<ださい。 


■点検ち法はメンテナンスノー 
卜を参照し、 交換はホンダべ 
ルノ店にご相談ください。 

- J 


ウォッシャー液について 

ウォッシャー液の;ま結を防ぐために、 
ウォッシャー液の濃度を上げてくだ 
さい。 
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こんなとさは 


雨 I の I 日 I の幢歧 


雨の曰は視界び悪くなるラえ、窓ガ 
ラスび曇ったり、路面び滑りやすく 
なるなど悪条件び重なるので通常よ 
りを意深い運転び必要でず。 

•急加速、急ブレーキや急ノ V ンドル 
を避け、晴れの曰よりをま度を落 
とし、車間距離を十分にとって運 
転しましょつ。 

•八イド□プレーニング現象にま意 
しましょつ。 

-雨の降り始めの舗装道路は滑りや 
ずいので特に気を付けましょう。 

「 A 警告 - 

•滑りやすい路面では、急加速、 

急 ブレーキ や急ノ V ンドルは避 
けて < ださい。 

車のコント□ールを失い思わ 
め事故につなびりまず。 


A イド□プレーニング現象とは 

路面び水でおおわれているところを 
高速で走行しよ5としたとさに、夕 
イヤと路面の間に水の膜びでさ、夕 
イヤび浮いた状態になることをいい 
ます。 

•このよラな状態になると、ノ V ンド 
ルや ブレーキび さかな<なり、非 
常に危険です。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


こんなとをは 




♦ガラスの量りをとりたいとき 

ガラスび曇って外び見にくいときは、 
エアコンのデフ□スターを使って曇 
りをとります。 


U ヤガラスの量りは 

U ヤデフ□スタースイッチを巧して、 
曇りをとります。 


♦ガラスの油膜をとりたいとき 

油膜びあると、雨の夜は対向車のラ 
イトなどび乱反射します。 

ガラスク U - ナーを使ってガラスの 
表面をきれいにします。 

-ガラスク U - ナーはホンダ純正ケ 
5カル用品をお使い < ださい。 

•ワイ I f 一のふきむ5があるとき 

ワイパーブレー ドの ラバーび 傷んで 
いると、ふさむらび出て視界のさま 
たげとなります。また、ガラス面を 
傷つけることびありますので、早め 
に交換してください。 
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圓圆回 

圃回圃田 


参エアコンの上手な使いかた 

「エアコン誤備車 I 

•を媒(ガス）び不足していると、を 
房性能び低下します。 

夏になる前に点検、補充をしてお 
さ:ましょ つ。 

-室内温度び高いとさは、窓を開け 
て熱気を逃びしてからエアコンを 
かけましょ5。 

-エアコンの;令やしすざは健康上良 
<ありません。 


•この車の;令媒は、環境保護の 
ため、新を媒 HFC -134 a ( R - 
134 a ) を使用しています。 
巧充' 交換び必要な場合は、 
ホンダべルノ店にご相談くだ 
さい。 



V 


参炎天下に駐車ずるとをは 

•ボディーに覆いをかけたり、八ン 
ドルやシートにタオルなどをかけ 
て、室内温度の上昇を抑えましよ 
う。 

-フ□ントガラスにアル S 光沢性の 
曰除けバイヴーを使5と、反射光 
び集光し、インストルメントパネ 
ルなどび変色、変おすることびあ 
ります。 


♦ミ毎から帰ってきたときは 

海に出かけたをは車も塩分をミ谷びて 
いまず。鐘の原因になりますので早 
めに洗車してください。下回りを念 
入りに洗いましょラ。 

♦才ーパ’ーヒートを防ぐために 

:令却水の量び不足しないよラに、こ 
まめに点検します。 

•走行中、水温計の針び‘‘ H " の目盛 
に入った場合は、オーバーヒート 
のおそれびあります。ま全な場所 
に停車してエンジンを冷やしてく 
ださい。 

オーバーヒートしたとさ 

一に4ぺージ 
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7 .車との上手なつさあいかた 


こんなとをは 




園固国旧回 

旧囚旧 


•不必要な急加速、急減速などァク 
セルペダルをノく夕つかせるよラな 
運転をしないで<ださい。 

■変速位置の選択は、走行ま度に応 
じて適切に行ってください。 

■チェンジ レバーの 操作は、クラッ 
チペダルをいっぱいに踏み込んで 
から確実に行ってください。 

. クラッチペダルの足のせ運転、 
半クラッチの連続使用はしない 
で < ださい。 

•点検整備をきちんとし、タイヤの 
空気圧を適正にしましょ5。 


■長ずぎる暖機運転をしないよラに 
しよしょつ 0 

•駐車時にはエンジンを止めましょ 
ラ。 

• 高速道路でち不必要な高速走行は 
避けましょう。 

•車間距離は十分にとり、不必要な 
ブレーキを かけないよラにしまし 
ょラ。 

• トランクルームには不必要な荷物 
は載せないようにしましよう。 
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サービスデータ 
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サービスデータ 


点検整備については「メンテナンスノ ート」も合せてご覧くださし、 


項目 1 サー ビス デー タ 

ベルトのたわみ量 

®: 発電磯 ベルト 

パワ-ステアリングベルト 

、卜 ©: エアコンディ シ ヨナ-ベルト 
© (エアコン 装備車） 

発電機 ベルト 

9.0 — 11.0 mm (約 10 kg の力） 

パワーステアリング 
ベ ル ト 

11.5-13.5 mm (約 10 kg の力） 

エアコンディシヨ ナー 
ベ ル ト 

7.5 — 9.5 mm (約 10 kg の力） 

点义プラグ* 

タイプ 

NGK 

PFR 7 G -11 

DENSO 

PK 22 PR - L 11 

電極のすき間 

1.0—1.1 mm (限度値 1.3 mm ) 


※：に0(国際標準化機構)規格品を使用しています。@のマークがついています。 

白金プラグを使用していますので、なのことにミ主意してください。 

-白金チップの微粒子膜を損傷するおそれがあるので、ワイヤーブラシ等による清掃は行わな 
いで < ださい。 

-プラグギャップは調整でをません。限度値をこえているちのは交換してください。 

(清掃はク U —ナーにて2日秒し: TF で行ってください。） 
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項 目 

サービスデータ 

ブ レー キペダル 

遊 び 

1—5 mm 

巧板とのすき間 

113 mm 上(約 20 kg の力） 

力一ぺットとのすき間 
(参考値） 

78 mm 上(約 20 kg の力） 

クラ ツチ ペダル 

遊 び 

12-21 mm 

巧板とのすき間 

83 mm じ i 上（クラッチが切れたとき） 

力一ぺットとのすき間 
(参考値） 

55 mm じ i 上（クラッチが切れたとき） 

バーキングブレーキ 

弓 I きしろ 

6 -10 回(約 20 kg の力） 

バツテリー 

容量/タイプ 

28 AH (5)/38 B 20 R 


ヘッドライト（か側） .12 V -35 W《i 


ヘッドライト（外側） .12 V -35 W*i 

(内側） .12 V -55 W *2 

フォグライト（ハロゲンバルブ） •••• 12 V -55 W 
前面方向指示器/前面非常点減表示な •• 12 V -21 W 

ま幅灯 . 12 V -5 W 

側面方向指示器/側面非常点減表示な•- 12 V -5 W 
後面方向指示器/後面非常点減表示な • • 12 V -21 W 

電球（バルブ） W (ワット）数 番号灯 . 12 V -8 W 

制動灯/尾灯 . 12 V -27/5 W 


ハイマウントストップランプ 


(2 ドアハッチバック車） . 12 V -18 W 

(4 ドアハードトップ車） . 12 V -21 W 

後退灯 . 12 V -21 W 

室内灯 . 12 V -5 W 

トランクルーム照明灯 

(4 ドアハードトップま） . 12 V -5 W 


:ディスチャージヘッドライト 
《2:八□ゲンヘッドライト 

P A 注意 - 

•ディスチャージへッドライトのバルブを交換ずる場合は、必ずホンダべルノ店で 
行ってください。 

ディスチャージへッドライトは高電圧を使用しており、不適切な取り扱いや分解 
を行ラと感電するおそれがあります。 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

エアクリーナー 

エレメント 

タイプ 

湿式 

エンジンオイル 

推巽オイル 

ホンダ純正オイル （4 サイクル四輪ま用） 

ウルトラ SG ( SG 級 SAE 10 W -30) 

ウルトラ SUPER MILD SJ (API SJ / GF -2 級 SAE 10 W -30) 
ウルトラ GOLD XJ (API SJ 級 SAE 5 W -40) 

規定 量 

オイル交換時 

3.7 5 

オイル、オイルフィル 
ター同時交槪時 

4.0 fi 


推奨エンジンオイル 

ホンダ純正エンジンオイルまたは API 
SG 級し U 上か、オイル出に API 
CERTIFICATION (ェーピー アイ サー 
ティ フィケーシヨ ン） マー クの入ったェ 
ンジンオイルをお使いください。 



市販のエンジンオイルは、外気温に応 
じた粘度のちのを下表にをとづをお使 
いください。 
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項 

巨 



サービスデータ 

燃 



料 

使 

用燃 

料 

無鉛プレミアムボソリン（無鉛ハイオク） 





夕 

ンク容 

量 

50 6 

トランスミ 

ソシ 

ョン 

指 

をオイ 

ル 

ホンダ純正オイルウルトラ MTF-II 

才 

ィ 


ル 

規 

定 

量 

2.2 fi 





指 

を 

液 

ホンダ純正ウルトララジェーター液 





規 

定濃 

度 

50% 

冷 

却 


水 

規 

走： 

量 






(交赖時リザー 
タンク 0.6 G 含む) 

ブ 

4.5 fi 

ブレ 

- 

キ 

液 

指 

を 

液 

ホンダ純正ウルトラブレーキフルード DOT 3 または DOT 4 

クラ 

ソ 

チ 

液 

指 

を 

液 

ホンダ純正ウルトラブレーキフルード DOT 3 または DOT 4 

パワーステアリングあ 

指 

を 

液 

ホンダま屯正ウルトラパワーステアリングフルード - V または -II 

ウォッ 

シ 

ヤ- 

-液 

夕 

ンク容 

量 

2.5 fi 


ウォッシャー液の量の点検 

ウォッシャー液の量は、キャップに付 
いているウォッシャー液レベルゲージ 
により確認します。 
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サービスデータ 


項目 

タイヤ空気圧 
kPa (kaf/cm 2 ) 

リムサイズ& 

タイヤサイズ 
標準タイヤ 
応急巧 スペアタイヤ 

215/45ZR16 
T125/70D15 9 已 M 

前輪 

210に. 1) 

420 

後輪 

190(1.9) 

4.2) 

スチールホイール 

15X4T 

アルミホイール 

16X7JJ 


タイヤの溝の深さ 

1.6 mmじ^上 

位置交換時期（タイヤローテーシヨン） 

5,000 km ごと 


※：この車専用のタイヤ、ホイールをお使い<ださい。 

専巧し U がのタイヤ、ホイールを使ラと、走行装置やブレーキ装置に支障をきたすおそれびあり 
ます。 

タイヤ、ホイール交換に隙しては、必ずホンダべルノ店にご相談ください。 


を称 

排気量 (cm3) 

車体形状 

乗車定員（人） 

タイプ 

インテグラ 

1,797 

2ドア 

ハッチバック 

4 

TYPE R 

4ドア 

ハードトップ 

已 



173 

























雨の曰の運転 • 

アル S ホイール 
アンチ□ック ブレーキ システム (ABS) 

警告灯 . 

装置について . 

取り扱いについて . 

〇 


イクニッシヨン（エンジン） 

キー . 26 

スイツナ . 64 

0 

ウィンカー 

スイツナ . 67 

電球の交換 . 135 -136 • 138 

表示打 . 已7 

W (ワツト)数 . 170 

ウィンドー . 36 

ウォッシャー液 

スイツナ . 69 

タンクの客量 . 172 

を期の手入れ . 163 

運転のしかた . 72 


さ < いん 


〇 


エアコン . 92 

LSD (リミテッドスリップデフ） . 78 

SRS エアバッグシステム 

SRS エアバッグシステムのしくみ . 80 

お子さまを乗せるときは . 85 

警告: a. 87 

作動しないとき . 83 

作動ずるとき . 82 

取り扱いについて . 86 

エンジンオイル 

オイル量 . 171 

を期の手入れ . 162 

エンジンキ ー（ キ ー）. 26 

エンジンスイッチ . 64 

エンジンのかけかた . 72 

エンジンプレーキ . 16 

〇 

応急用スペアタイヤ 

格納場巧 . 106 

空気圧 . 173 

サイズ . 173 

スペアタイヤについて . 118 

才ーバーヒートしたとき . 124 

3トメータ. . 已已 


4 2 
6 5 


抑が抑 
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さ < いん 



が装の手入れ . 147 

カップホルタ. . 104 

換気 . 13 

寒を時の取り扱い . 156 

巧 

キ— . 26 

キー巧き忘れ警告ブザー . 65 

0 

曇り取り（デフ□スター) . 97 

車にあった部品の使用 . 154 

グ□-ブボックス . 102 

の 

警告口 

警告な類 . 已8 

電球切れの点検 . 62 

経済走行 . 167 

けん引 

けん引されるとき . 112 

故障車をけん引ずるとさ . 115 


0 


工具(ツール） 

格納場巧 . 106 

種類 . 107 

高速道路で故障したとき . 108 

後退灯(バックランプ） 

電球の交換 . 137 • 140 

W (ワット）数 . 170 

故障したとき . 108 

故障の修理について . 109 

小物入れ . 102 
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水温計 . 

スイッチの使いかた . 

スノータイヤ(を期タイヤ） 
スパークプラグ(点火プラグ) 

スピードメータ. . 

スペアタイヤ 

格納場所 . 

空気圧 . 

サイズ . 

スペアタイヤについて •• 


巧 


ヴー ビス データ . 168 

サンパイザー . 102 

巧 

シート . 40-41 

シートべ J レト . 44 

警告な . 61 

ショルダーアンカー . 49 

シガレットライター . 100 

事故が起きたとき . 110 

室内口 (ルームランプ） 

使いかた . 100 

電球の交換 . 142 

W (ワット)数 . 170 

霜取り*量り止め . 97 

ジャッキの取り扱い . 116 

車幅打(ポジションランプ） 

電球の交換 . 136 

W (ワツト)数 . 170 

巧電警告な . 60 

樹脂塗装部品 . 148 

ジュニアシート . 14.46 *47 

純正部品 . 154 


〇 


制動な（ブレーキランプ） 

電球の交換 . 137 -138 

W (ワット）数 . 170 

積雪’寒;ち時の取り扱い 

運転ずるとを . 1已8 

運転ずるまえ . 1已6 

駐車ずるとき . 161 

を期の手入れ . 162 

洗車 . 147 

前照な(へッドライト） 

上向きとで向きの切り換え . 67 

上向を表おな . 已7 

追い越し含図(パッシング） . 67 

久づツナ . 66 

電球の交換 . 133 

W (ワット)数 . 170 

の 

速度計 . 55 

速度節囲 . 76 

その他の安全装備 . 90 


5 4 8 9 5 6338 
56已65 0771 
11 . 1111 
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さ < いん 



タイヤ 

位置交換（□—テーシヨン） . 151 

応急用スペアタイヤ . 118 

空気圧 . 173 

交換 . 119 

サイズ . 173 

スノータイヤ . 158 

チェーン . 159 

タコメーター . 已己 

〇 

チェーン . 159 

チェンジレバーの操作 . 76 

チャイ J レドシート .14* 46 • 47 

チャイルドシート固定機構 . 51 

チャイルドプルーフ . 28 

駐車 

坂道 . 19 

積雪*寒;ち時の取り巧い . 161 

駐車ブレーキ(パーキングブレーキ） 

警告な . 60 

積雪-寒;ち時の取り扱い . 161 

操作 . 74 

チルトステアリング . 42 

テールゲート 

開閉 . 30 

開閉警告な . 61 

デフ□スター . 97 

点义プラグ . 169 

電気系統が異常のとき . 126 

電気装置が作動しないとき . 128 

電球(バルブ） 

交換 . 131 

W (ワット)数 . 170 

点検•整備について . 144 

電動リモコンドアミラー . 43 


の 


ドア 

開閉警告打 . 61 

施錠*解錠 . 26 

積雪.寒;ち時の取り扱い . 1已7 

ドアミラー . 43 

を期の手入れ . 162 

道路で動けなくなったとき . 109 

トランク 

開閉 . 32 

開閉警告巧 . 61 

トランクルーム照明口 

電球の交換 . 142 

W (ワット）数 . 170 

トランスミッション 

オイルの容量 . 172 

トリップ メーター . 已5 
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巧 の 


内装の手入れ . 149 

夏場の取り扱い . 166 

e 

燃料（ガソリン） 

使用燃料 . 34 -172 

タンク容量 . 34 -172 

燃料計 . 55 

燃料残量警告口 . 61 

補給 □. 34 


パーキングブレーキ 

警告打 . 60 

積雪•寒;ち時の取り扱い . 161 

操作 . 74 

灰皿 . 101 

八イド□ブレーニング現象 . 164 

八イビーム表示 I 灯 . 已7 

パイマウントストップランプ 

電球の交換 . 140 -141 

W (ワツト）数 . 170 

八ザードランプ(巧常点滅表示 I 月） 

乂づツチ . 68 

電球の交換 . 135 -136 • 138 

W (ワツト）数 . 170 

発炎筒 

格納場巧 . 106 

発炎筒について . 107 

バックミラー(後写鏡） 

使いかた . 42 

パ’ッテリー 

を期の手入れ . 162 

バッテリーあがり . 126 

客量 . 170 

パワーウインドー . 36 

パワードア□ック（才ートドア□ック）••••26 
パンク 

積雪.寒;ち時の取り扱い . 1已9 

パンクしたとき . 116 

番号灯(ライセンスランプ） 

電球の交換 . 142 

W (ワツ ト） 数 . 170 
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さ < いん 


0 

PGM - FI 警告灯 . 61 

ヒーター.マニュアル式エアコン . 94 

吹き出し風の調節 . 93 

非常点滅表示打 ( A ザードランプ） 

乂っツチ . 68 

電球の交換 . 135 • 136 • 138 

W (ワツト）数 . 170 

尾な 

電球の交換 . 137 -138 

W (ワツト)数 . 170 

ヒューズ . 128 

表示打 . 已6 

ろ 


フォグライト 


スイッチ . 

. 71 

ちが乂拱 . 


vv ^_ ノ ツ rj 教 . 


队ご■宙レ脚前即 . 


抵でノ J C 動 1 了/み、/みコ/しこで . 


— f — パ . 


ソフノ . 

ブレーキ 

が片■口 . 


青口い . 


板当 • を/で時のがりがし 1 . 

化-»1化呈 . 


1 口 yj 巧置 

フ□ントシート . 

. 40 


0 


へッドライト 

上向をとで向きの切り換え . 67 

上向さ表示な . 已7 

追い越し合図(パッシング） . 67 

スイッチ . 66 

電球の交換 . 133 

W (ワット)数 . 170 

べビーシート . 14 • 46 • 47 

〇 

ホーンスイッチ . 71 

ホイールたづス . 173 

ち香剤 . 149 

方向指示器 

スイッチ . 67 

電球の交換 . 135 • 136 • 138 

表示打 . 已7 

W (ワット）数 . 170 

ボンネット . 28 











































育 


0 


万一のとき . 10已 

を 

ミラー 

ドアミラー . 43 

ルームミラー . 42 

0 

無線装置 . 21 

の 

メータ ー( 計器類） . 已4 

包 

油圧警告な . 60 


ライト消し忘れ警告プザー . 66 

フイトスイツナ . 66 

ライト類が点！灯しないとき . 128 

の 

リミテッドスリップデフ （ LSD ) . 78 

リムサイズ . 173 

リモートコント□—ルドアミラー . 43 

リヤシ—卜 . 41 

リヤデフ□スター . 70 

⑩ 

ルームミラー(防眩式室內後写鏡） . 42 

の 

を却水(ラジエーター液） 

水量 . 172 

を期の手入れ . 163 

レザ—ク IJ— ナ— . 149 
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さ < いん 



ワイ パー 

スイッチ . 68 

積雪.寒;ち時の取り扱い . 157 

ワックスがけ . 148 










o 

ABS (アンチ□ックブレーキシステム) 

運転のしかた . 

ABS のしくみ . 

了 .. 

取り扱いについて . 

A/C (エアコン） 

ヒ—夕—.マニュアル式エアコン. 

吹さ出し風の調節 . . 

ベルト . 

の 

HFC -134 a (エアコン;ち媒） . 

〇 

INT (間欠ワイバー) . 

〇 

LSD ( U = テッドスリップデフ） 

LSD のしくみ . 

取り巧いについて . 

⑩ 

MT (マニュアルトランスミッション） 

オイル . 

チェンジレバー . 


〇 


PGM-FI 警告!:了 . 61 

PRESS (シートベルトバックル） . 49 •已〇 

SRS エアバッグシステム 

SRS エアバッグシステムのしくみ . 80 

お子さまを乗せるときは . 85 

警告口 . 87 

作動しないとき . 83 

作動ずるとき . 82 

取り扱いについて . 86 

⑩ 

W 数(ライト類の電球のワット数） . 170 


册 i 抑 


4 3 9 
9 9 6 
1 




が 


8 8 
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お問い合わせ、ご相談は、お買い巧めのべルノ店もしくは全国共通のフ U —ダイヤ 
ルで下記のお客様相談センターがお受け致します。 


フ U —ダイヤル 日12日-112日1日 

FAX インフォメーシヨン 日 3-5412-2388 

本田技研工業株式会社お客様相談センター 
受付時間目：加〜に;日日 13:00-17:00 
干1日 7-8 日日目東京都港区南青山 2-1-1 
-所在地、電話番号び変更になることがありますのでご了承ください。 


販売店のご案内、カタ□グのごま艾、車の手続さ、税金、保険、車種別主要諸元、装備、価 
格についてはホンダ24時間 FAX インフォメーシヨンをご用意しておりますのでご利用くださ 
い。 



こんなことでお困りのとさ 


参キーび回せない 

"0" か 5" I "に回らないとさ 

•八ンドルを左ちに動かしなびらキーを回してください。 

エンジンスイッチ -64 ぺージ 

参エンジンがかからない 

•ガソ1」ンび入っていまずか。（メーター内の燃料計で確認してください。） 

-パッテ U —びあびっていませんか。 

バッテ U- あび0のとさ一 126 ページ 

• ドアを開けるとブザーび鳴る 

-キーをエンジンスイッチに差し込んだままになっていませんか。 

キー 巧を忘れ警告 ブヴー "-65ページ 
-ライトを消し忘れたままになっていませんか。 

ライト消し忘れ警告ブヴー"-66ページ 

参キーを閉じ込めてしまった 

-ホンダ販売店または JAF へご連絡ください。 

♦水温計の針が " H " の目盛に入った 
♦エンジンルームか！5蒸気が立ちのぼっている 

- オーバーヒー トのおそれびありまず。 

(を全な場所に停車して、エンジンを;令やしてください） 

オーバーヒートしたとさ一 124 ページ 

♦走行中にブレーキを踏むと金属的な摩擦音がずる 

-ブレーキパッドび摩耗して使用限界になっているおそれびありまず。 

(ホンダべルノ店で点検を行ってください。） 









